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技術評価部

Department of Technology Assessment and Biostatistics

学術雑誌に発表した原著論文

和田正道，丹後俊郎．食中毒発生時における摂食時点の

新しい推定法の開発．食品衛生学雑誌 2007；48：27-34.
和田正道，丹後俊郎．原因物質別による食中毒発生時に

お け る 摂 食 時 点 の 推 定． 食 品 衛 生 学 雑 誌 2007；48：

69-76.
土井由利子，横山徹爾，酒井美良．日本における難病に

よる死亡の時系列推移（1972-2004年）．日本公衆衛生雑

誌 2007；54（10）：684-94.
横山顕，大森泰，横山徹爾，佐藤靖夫，川久保博文，水

上健．大酒家における食道表在癌内視鏡切除後の 2 次癌

－癌のない大酒家の長期経過との比較．胃と腸 2007；42
（9）：1365-74.

学術雑誌に発表した総説

大坪浩一，石井敏弘，梶本修身，信川益明．地域医療計

画の政策動向からみた「医療圏」の概念の誤解と展望．病

院設備 2007；49：165-6．

著書

丹後俊郎，横山徹爾，高橋邦彦．空間疫学への招待．東

京：朝倉書店；2007.
山岡和枝．「健康感」と関連する社会・文化要因―「東

アジア価値観調査」と「医療と文化調査」結果の分析．吉

野諒三，編．東アジア国民性比較　データの科学．東京；

勉誠出版；2007．p.71-88．

山岡和枝，李相侖．健康と社会文化的要因―2003年度

韓国調査結果報告．吉野諒三，編．東アジア国民性比較　

データの科学．東京：勉誠出版；2007．p.109-122.
横山徹爾，他分担執筆．日本栄養・食糧学会，編．栄

養・食糧学用語辞典．東京：建帛社；2007.
横山徹爾．衛生の主要指標．厚生統計協会，編．図説・

国 民 衛 生 の 動 向2007． 東 京： 厚 生 統 計 協 会；2007．

p.23-37.

抄録のある学会報告

土居正明，高橋邦彦，丹後俊郎．シグナル検出のための

スキャン統計量 --FDA AERS データへの適用 --．2007年

度日本計量生物学会シンポジウム；2007.5.26；東京．講

演予稿集．p.1-6.
高橋邦彦，丹後俊郎．Flexible space-time scan statistic

による症候サーベイランスの解析．2007年度日本計量生

物学会シンポジウム；2007.5.26；東京．講演予稿集．

p.7-12.
高橋邦彦，丹後俊郎．疾病集積性検出のための新たなス

キ ャ ン 統 計 量．2007年 度 統 計 関 連 学 会 連 合 大 会；

2007.9.8；神戸．講演報告集．p.177.
井上永介，西川正子，高橋邦彦，丹後俊郎．共変量を連

続変量とした場合の折れ線 Cox モデルと連続変量にカテ

ゴリ化を行った Cox モデルの比較．2007年度統計関連学

会連合大会；2007.9.8；神戸．講演報告集．p.211.
橘とも子，高橋邦彦，桜山豊夫，細川えみ子．新人看護

職員における早期離職原因に関する検討．第66回日本公

衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑

誌　2007；54（10 特別附録）：344．

土居正明，高橋邦彦，西川正子，丹後俊郎．シグナル検

出のための scan 統計量― FDA　AERS データへの適用―．

2007年度日本計量生物学会シンポジウム；2007.5.26；東

京．講演報告集．p.1-6.
西川正子，丹後俊郎，大瀧慈．臨床比較試験における 2

つのエンドポイントの相対的な医学的重さを考慮した複合

エンドポイントの検定の適用について．2007年度統計関

連学会連合大会；2007.9.8；神戸．講演報告集．p.177.
西川正子．生存時間解析における競合危険モデル入門．

2007年度 統計関連学会連合大会チュートリアルセミナー；

2007.9.6；神戸．大会チュートリアルセミナー冊子．

p.1-26.
渡辺満利子，山岡和枝，丹後俊郎．青少年における食生

活の現状評価と効果的食教育のモデル化：実態調査結果と

クラスター無作為割付に基づく RCT のためのプロトコル

の策定．第17回日本疫学会学術総会；2007.1.26；広島．

Journal of Epidemiology 2007.；17（1）：140.
山岡和枝．米国における「生命観と文化」CATI 調査報

告．日本行動計量学会第35回大会；2007.9.2-8；京都．発

表論文抄録集．p.301-302.
渡辺満利子 , 山岡和枝 , 丹後俊郎 , 可知悠子 , 横塚昌子．

女子中高校生における痩身傾向・低体重とエネルギー摂取

に 関 連 す る 要 因． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌　2007；54（10 
特別附録）：605.

可知悠子，山岡和枝，渡辺満利子，小林廉毅，山岡和

枝，丹後俊郎．体型認識の歪みと食生活および QOL の関

連 ― 男 女 の 比 較 ―． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；
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2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌　2007；54（10 
特別附録）：605.

大坪浩一．秩父地域における住民の受療行動と生活行動

圏．日本地理学会2007年春期学術大会；2007.3；東京．

日本地理学会発表要旨集 2007.；71：188．

大坪浩一．地域医療計画のための医療情報地図化の試み

―簡易型 GPS「みんなの地図 2 」の活用例―．第66回日

本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌　2007；54（10 特別附録）：244.
大坪浩一，石井敏弘，梶本修身，信川益明．地域医療計

画の視点からみた「第五次改正医療法」の課題と展望．第

36回日本医療福祉設備学会；2007.11；東京．予稿集．

p.98.
竹野隆太，天野浩之，鈴木未千夫，梶田雅義，大坪浩

一，石井敏弘，他．調節機能解析装置（AA-1）による眼

精疲労評価法の検討．第36回日本医療福祉設備学会；

2007.11；東京．予稿集．p.95．

三宅吉博，田中景子，佐々木敏，大矢幸弘，横山徹爾，

清原千香子，廣田良夫．母乳摂取とアトピー性皮膚炎発症

との関連・大阪母子保健研究．第77回日本衛生学会総会；

2007.3.25-28；大阪．抄録集．p.500.
横山徹爾．例題で学ぶ研究計画と統計解析．日本補綴歯

科学会第116回学術大会；2007.5.18-20；神戸．抄録集．

p.59.
横山顕，堤絵梨，中村知瑞，諏訪芳秀，横山徹爾．アル

コール中毒症の日本人男性における唾液中のアセトアルデ

ヒド高濃度への ADH1B 遺伝子型及び口腔内細菌の関与．

第66回日本癌学会学術総会；2007.10.3-5；横浜．総会記

事．p.102.
横山雅子，横山徹爾，船津和夫，山下毅，細合浩司，近

藤修二，中村治雄．健康診断の問診票における頭痛の有病

率とその背景因子．第48回日本人間ドック学会学術大会；

2007.8.30-31；東京．抄録集．p.250.
横山徹爾，由田克士，吉池信男．都道府県民健康・栄養

調査における複数日調査の方法に関する検討．第66回日

本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌 2007；54（10 特別附録）：610.
Duki Zulkarnain，土井由利子，酒井美良，横山徹爾．

Geographical Analyses of Mortality Caused by Severe 
Acute Pancreatitis in Japan．第66回日本公衆衛生学会総

会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌　2007；54
（10 特別附録）：241-2.

土井由利子，横山徹爾，酒井美良，中村好一．クロイツ

フェルト・ヤコブ病による死亡の時系列推移．第66回日

本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌 2007；54（10 特別附録）：241.
三宅吉博，田中景子，佐々木敏，清原千香子，大矢幸

弘，福島若葉，横山徹爾，廣田良夫．母乳と喘息，喘息の

リスク　大阪母子保健研究．第57回日本アレルギー学会

秋期学術総会；2007.11.1-3；横浜．抄録集．p.1093.

その他学術報告（研究調査報告書含む）

丹後俊郎，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金厚生

労働科学特別研究事業「臨床研究登録制度の検索ポータル

サイトの開発に関する研究」 平成18年度総括・分担研究報

告書．2007.3．

丹後俊郎，高橋邦彦．集積地域同定のための新たな検定

手法の開発に関する研究．厚生労働科学研究費補助金健康

科学総合研究事業「地理及び社会状況を加味した地域分析

方法の開発に関する研究」（主任研究者：浅見泰司）平成

18年度研究報告書．2007.3．p.18-23.
丹後俊郎．情報の伝播の統計モデルに関する研究．厚生

労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「地域におけ

る新たな普及啓発方法の開発に関する研究」 （主任研究者：

浮田徹嗣） 平成18年度研究報告書．2007.3．p.16-46.
山岡和枝，小林国彦，生越喬二，井上賢一．平成17年

度―平成18年度 科学研究費補助金　基盤研究（C）（2）　研

究成果報告書保健医療のアウトカム評価―多文化間におけ

る QOL スコア変換の同等性．2007.3.
横山徹爾，水嶋春朔，松本秀子．健康診査の項目による

循環器疾患リスク評価方法に関する考察．厚生労働省科学

研究費補助金健康科学総合研究事業「地域保健における健

康診査の効率的なプロコールに関する研究」（主任研究者：

水嶋春朔）平成18年度総括・分担研究報告書．2007.3．

p.29-38.
横山徹爾，齋藤京子．妊婦の栄養と 1 歳 6 ヶ月時のア

レルギー疾患との関連に関する前向きコホート研究－大阪

母子保健研究－．厚生労働科学研究費補助金免疫アレル

ギー疾患予防・治療研究事業「衛生仮説を含めたアレル

ギー性疾患の発症関連環境要因の解明に関する前向きコ

ホート及び横断研究」（主任研究者：三宅吉弘）平成17年

度研究報告書．2007.3．p.33-46.
横山徹爾．都道府県別指標の精度とサンプリング・統計

解析手法．厚生労働省科学研究費補助金循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業「都道府県等の生活習慣病リスク

因子の格差及び経年モニタリング手法に関する検討」（主

任研究者：吉池信男）報告書．2007.3．p.8-13.
横山徹爾，置村康彦，千原和夫．間脳下垂体機能障害の

長期予後追跡調査の解析計画．厚生労働科学研究費補助金

難治性疾患克服研究事業 「間脳下垂体機能障害調査研究

班」（主任研究者：千原和夫）平成18年度総括・分担研究

報告書．2007.3．p.80-83.
西川正子，山岡和枝，横山徹爾，丹後俊郎，種井優次．

臨床研究（試験）登録情報を検索広報するポータルサイト

の開発．厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究

事業 「臨床研究登録制度の検索ポータルサイトの開発に関

する研究」 平成18年度総括・分担研究報告書．2007.3．

p.7-43.
山岡和枝，西川正子，横山徹爾．臨床試験登録システ

ム，登録項目のあり方と臨床試験啓発普及の方法に関する

研究．厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事
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業 「臨床研究登録制度の今後のあり方に関する研究」 平成

17年度総括・分担研究報告書．2007.3．p.45-52.
土井徹，鈴木元，花田信弘，今井博久，大江裕一郎，西

川正子，星佳芳，藤井仁．研究者を対象とした倫理指針の

運用及び遵守状況の調査．厚生労働科学研究費補助金厚生

労働科学特別研究事業 「倫理指針の運用及び遵守状況の調

査」 平成18年度総括・分担研究報告書．2007.3．p.79-123.
星佳芳，西川正子，大江裕一郎，藤井仁，母里裕子．臨

床研究と倫理指針に関する研究．厚生労働科学研究費補助

金厚生労働科学特別研究事業 「倫理指針の運用及び遵守状

況の調査」 平成18年度総括・分担研究報告書．2007.3．

p.124-134.
橋本英樹，山岡和枝，他．国民の健康状況に関する統計

情報を世帯面から把握・分析するシステムの検討に関する

研究　統計編―「暮らし向きと健康」調査の概要と結果―．

平成18年度厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究

事業（統計情報総合研究事業）研究報告書．2007.3.
鄭躍軍，山岡和枝，他．東アジア環境意識国際比較調査

―2006年度台北調査とソウル調査．総合地球環境学研究

所　研究リポート03．2007.3.

Originals
Tango T.  A class of multiplicity-adjusted tests for spatial 

clustering based on case-control point data, Biometrics 
2007；63：119-127.

Mitani S, Kamata H, Fujiwara M, Aoki N, Okada S, 
Watanabe M, Tango T, Mori S. Missense mutation with/
without nonsense mutation of the p53 gene is associated 
with large cell morphology in human malignant lymphoma. 
Pathology International 2007；57：430-436.

Yokoyama A, Omori T, Tanaka Y, Yokoyama T, Sugiura 
H, Mizukami T, Matsushita S, Higuchi S, Maruyama K, 
Ishii H, Hibi T. p53 protein accumulation, cancer 
multiplicity, and aldehyde dehydrogenase-2 genotype in 
Japanese alcoholic men with early esophageal squamous 
cell carcinoma. Cancer Lett 2007 Mar；247（2）：243-52.

Yokoyama A, Yokoyama T, Omori T, Matsushita S, 
Mizukami T, Takahashi H, Higuchi S, Maruyama K, Ishii H, 
Hibi T. Helicobacter pylori, chronic atrophic gastritis, 
inactive aldehyde dehydrogenase-2, macrocytosis, and 
multiple upper aerodigestive tract cancers and the risk for 
gastric cancer in alcoholic Japanese men. Journal of 
Gastroenterology and Hepatplogy 2007 Feb；22（2）：

210-7.
Asakage T, Yokoyama A, Haneda T, Yamazaki M, Muto 

M, Yokoyama T, Kato H, Igaki H, Tsujinaka T, Kumagai Y, 
Yo k o y a m a  M ,  O m o r i  T,  Wa t a n a b e  H .  G e n e t i c 
polymorphisms of alcohol and aldehyde dehydrogenases 
and drinking, smoking, and diet in Japanese men with oral 
and pharyngeal squamous cell carcinoma. Carcinogenesis 
2007 Apr；28（4）：865-74.

Doi Y, Yokoyama T, Sakai M, Nakamura Y. Creutzfeldt-
Jakob disease mortality in Japan, 1979-2004：Analysis of 
national death certificate data. J Epidemiol 2007 Jul；17：

133-9.
Miyake Y, Ohya Y, Tanaka K, Yokoyama T, Sasaki S, 

Fukushima W, Ohfuji S, Saito K, Kiyohara C, Hirota Y, 
Osaka Maternal and Child Health Study Group. Home 
environment and suspected atopic eczema in Japanese 
infants：The Osaka Maternal and Child Health Study. 

Pediatr Allergy Immunol 2007 Aug；18：425-32.
Ishiwaki A, Yokoyama T, Fujii H, Saito K, Nozue M, 

Yoshita K, Yoshiike N. A statistical approach for estimating 
the distribution of usual dietary intake to assess 
nutritionally at-risk populations based on the Japanese new 
DRIs. J Nutr Sci Vitaminol 2007 Aug；53：337-44.

Yokoyama A, Tsutsumi E, Imazeki H, Suwa Y, Nakamura 
C ,  Yo k o y a m a  T.  C o n t r i b u t i o n  o f  t h e  a l c o h o l 
dehydrogenase-1B genotype and oral microorganisms to 
high salivary acetaldehyde concentrations in Japanese 
alcoholic men. Int J Cancer 2007 Sep；121：1047-1054.

Okamoto K, Kihira T, Kondo T, Kobashi G, Washio M, 
Sasaki S, Yokoyama T, Miyake Y, Sakamoto N, Inaba Y, 
Nagai M. Nutritional status and risk of amyotrophic lateral 
sclerosis in Japan. Amyotroph Lateral Scler 2007 Oct；8

（5）：300-4.

Proceedings with abstracts
Tango T, Doi M, Takahashi K, Nishikawa M. A scan 

statistic for detecting highly significant signals with an 
application to the FDA adverse event reporting system. In：

28th annual conference of the international society for 
c l in ica l  b ios ta t i s t i c s；29  Ju ly -2  Augus t  2007；

Alexandropolis, Greece. Abstracts. p.144.
Uehara H, Takahashi K, Nishikawa M, Tango T. 

Multinomial-Gamma-Poisson mixture models for 
randomized controlled trials with count data. In：28th 
annual conference of the international society for clinical 
biostatistics；29 July-2 August 2007；Alexandropolis, 
Greece. Abstracts. p.149.

Takahashi K, Tango T. Spatial scan statistics based on 
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智広．コンピテンシーに基づいた卒前医療安全教育．医学
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種田憲一郎．RCA （Root Cause Analysis）とは．医療の

質・安全学会誌 2007；2（3）：9-14.
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生士 2007；31（8）：91.
野村義明，玉置洋，薄井由枝，花田信弘．レジンとグラ
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石川雅彦．病院管理者からみた苦情・クレーム対応の現

状と課題．病院管理学会；2007.10.26；横浜．病院管理
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2007；2（第 2 巻増補号）：199.
泉峰子，星佳芳，石川雅彦，大夛賀政昭，熊川寿郎，杉

山英男，武村真治，橘とも子，筒井孝子，土井徹，土井由

利子，中板育美，西村秋生，東野定律，平野かよ子，藤井

仁，藤原真一郎，水嶋春朔，山口一郎，林謙治．国立保健
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種田憲一郎．多職種による医療安全教育カリキュラム開

発 モ デ ル Model for development of interprofessional 
patient safety education．第 2 回医療の質・安全学会学術
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生 環 境 の 変 化． 第56回 日 本 口 腔 衛 生 学 会・ 総 会；

2007.10.3-5：東京．口腔衛生学会雑誌2007；57（4）：511.
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度化ガイド・事例集．東京：第一出版；2007. p.63-169.
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研究」（主任研究者：水嶋春朔）平成18年度総括・分担研

究報告書．2007. p.29-38.
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2007.
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告書．2007. p.198-199.
兵井伸行．諸外国の実施システムの把握．国際保健医療

協力研究委託事業「国際保健医療協力の効率的な運営のた

めのネットワーク構築に関する研究」（主任研究者：清水

利夫．課題番号：18指 1 ）平成17年度研究報告書．2007. 
p.87-95.

視聴覚資料やデジタル媒体などによる研究成果

健康教育ツール

水嶋春朔．メタボリックシンドローム―ちょっと気にな

る内臓脂肪型肥満―（健康メモ）：改訂版．厚生労働科学研

究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業「地

域保健における健康診査の効率的なプロトコールに関する

研究（主任研究者：水嶋春朔）平成18年度．2007.
水嶋春朔．メタボリックシンドローム―身体活動を見直

そう―（健康メモ）．厚生労働科学研究費補助金循環器疾患

等生活習慣病対策総合研究事業「地域保健における健康診

査の効率的なプロトコールに関する研究（主任研究者：水

嶋春朔）平成18年度．2007.

e-Learning 教材

橘とも子，郡山一明．原因不明脳症の究明　―感染症集

団発生時の疫学調査を学ぼう―．厚生労働科学研究費補助

金地域健康危機管理研究事業「健康危機管理体制の評価指

標，効果の評価および人材育成に係る e- ラーニングプロ

グラムの開発評価に関する研究」（主任研究者：橘とも子）

平成18年度．2007.
郡山一明 ,　橘とも子．地域における健康危機管理シ

ミュレーション　―地域の特性をふまえた研修を準備・実

施するためのコツを学ぼう―．厚生労働科学研究費補助金

地域健康危機管理研究事業「健康危機管理体制の評価指

標，効果の評価および人材育成に係る e- ラーニングプロ

グラムの開発評価に関する研究」（主任研究者：橘とも子）

平成18年度．2007.

CD-ROM
Health Systems Management CD-ROM （2007.）
Community Health Education CD-ROM （2007.）

Originals
Matsumura T, Ohshige K, Tsuchida K, Mizushima S, 

Tochikubo O. The increasing use of pediatric emergency 
facilities in the evening. Pediatric Emergency Care 2007；

23（3）：142-7.
Mito N, Takimoto H, Umegaki K, Ishiwaki A, Kusama K, 

Fukuoka H, Ohta S, Abe S, Yamawaki M, Ishida H, 
Yoshiike N. Folate intakes and folate biomarker profiles of 
pregnant Japanese women in the first trimester.　Eur J Clin 
Nutr 2007；61（1）：83-90.

Takimoto H, Mito N, Umegaki K, Ishiwaki A, Kusama K, 
Abe S, Yamawaki M, Fukuoka H, Ohta C, Yoshiike N. 
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公衆衛生政策部

Department of Public Health Policy and Administration

学術雑誌に発表した原著論文

橋本修二（藤田保健衛生大学 医学部衛生講座），逢見憲

一，曽根智史，遠藤弘良，浅沼一成，中嶋潤，浜田淳，三

觜文雄，藤崎清道．保健医療福祉分野における地方自治体

の施策の目標と指標．厚生の指標 2007；54（5）：9-15.
福井次矢，青木誠，川南勝彦，高橋理，野村恭子，矢野

Relationship between dietary folate intakes, maternal 
plasma total homocysteine and B-vitamins during 
pregnancy and fetal growth in Japan. Eur J Nutr 2007；

46：300-306.

Reviews
Tachibana T．How should we change our policy on anti-

HIV/AIDS in Japan in future? － Practical utilization on 
information of personal health behaviors for health 
promoting measures －．Showa Univ J Med Sci June 
2006；18（2）：65-74.

Proceedings with abstracts
Kitagawa Y, Hyoi N, Mizushima S, Ogawa S, Boostrom 

E. Maternal health workforce in Northern Okinawa in the 
1960's. In：Health and Nursing；21st Pacific Science 
Congress；2007 Jun；Okinawa. p.6-7.

Tachibana T, Izumi M, Isono T, Hoshi K, Mizushima S, 
Endo H. Evaluation of e-Learning programs：Developing 
and assessing programs for regional public health 
emergency management. In：The 39th Conference of the 
Asia-Pacific Academic Consortium for Public Health；

2007 Nov；Sakado, Saitama. p.219-220.
Sone T, Kato N, Mizushima S, Ishikawa M, Kodama T, 

Nishimura A, Hyoi N. Capacity building of professionals at 
NIPH, Japan －（1）Strucuture and goal setteing of training 
courses at NIPH. In：The 39th Conference of the Asia-
Pacific Academic Consortium for Public Health；2007 
Nov；Sakado, Saitama. Abstract book. 2007. p.221.

Kato N, Sone T, Mizushima S, Ishikawa M, Nishimura A, 
Hyoi N. Capacity building of professionals at NIPH, Japan 

（2）MPH Course at NIPH. In：The 39th Conference of the 
Asia-Pacific Academic Consortium for Public Health；

2007 Nov；Sakado, Saitama. Abstract book. 2007. p.221.
Mizushima S, Ishikawa M, Takemura S, Nishimura A, 

Sone T. Capacity building of professionals in National 
Institute of Public Health, Japan；Structure of Short Term 
Programme. In：The 39th Conference of the Asia-Pacific 
Academic Consortium for Public Health；2007 Nov；

Sakado, Saitama. Abstract book. 2007. p.221-2.
Kodama T, Ishikawa M, Taneda K, Nishimura A, Hyoi N, 

Sone T, Kato N, Mizushima S, Hayashi K. Capacity bilding 
of professionals at NIPH, Japan – Training courses at 

NIPH：Hospital managament & patient safety. In：The 
39th Conference of the Asia-Pacific Academic Consortium 
for Public Health；2007 Nov；Sakado, Saitama. Abstract 
book. 2007. p.222.

Sato K,  Kusama K,  Takimoto H,  Yokoyama T, 
Mizushima S. Traning course for public health dietitian at 
the National Institute of Public Health, Japan. In：The 39th 
Conference of the Asia-Pacific Academic Consortium for 
Public Health；2007 Nov；Sakado, Saitama. Abstract 
book. 2007. p.222-3.

Tachibana T．H-CRISIS and IT competences of 
Japanese public health center directors．In：Twenty-
Seventh Annual ESRI International User Conference；June 
18-22 2007；San Diego, USA. Agenda. 2007. p.129.  

Okamoto E, Tachibana T．Pay less, stay healthy---
Japan's quest for reduction of LTC hospital beds．In：The 
135th Annual Meeting & Exposition of APHA；November 
3-7 2007；Washington, D.C.　Final Program. 2007. p.134.

Tachibana T，Takahashi K．Study on the causes of early 
resignation by new nursing staff members．In：The 39th 
Conference of Asia-Pacific Academic Consortium for 
Public Health；Nov 22-25 2007.；Sakado, Saitama. 
Abstract Book. 2007. p.141-142．

Kusama K, Hayashi F, Takimoto H, Yoshiike N. Dietary 
assessment for pregnant women using the “Japanese Food 
Guide Spinning Top for Pregnancy and Lactation”. In：

The 135th Annual Meeting & Exposition of APHA；

November 3-7 2007.；Washington, D.C.　Final Program. 
2007. p.176.

Kitagawa Y, Hyoi N, Mizushima S , Ogawa S3 , 
Boostrom E. Maternal health workforce in Northern 
Okinawa in the 1960's. in Health and Nursing；21st Pacific 
Science Congress；2007 Jun p.6-7；Okinawa.

Boateng S, Hyoi N. Factors contributing to the high 
tuberculosis default reate in New Juaben Municipality in 
Eastern Region of Ghana. 22th Conference of Japan Association 
for International Health；2007 Oct；Osaka. Journal of 
International Health 2007 Oct；22（Supplement）：94.

Chau P, Hyoi N, Ogata H. Evaluation of disease 
surveillance system to detect disease outbreak in Cambodia. 
22th Conference of Japan Association for International 
Health；2007 Oct；Osaka. Journal of International Health 
2007 Oct；22（Supplement）：67.
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栄二，遠藤弘良，篠崎英夫，他．新臨床研修制度の影響　

臨床研修の現状　大学病院・研修病院アンケート調査結

果．日本内科学会雑誌 2007；96（12）：2681-2694.
大井田隆，曽根智史，武村真治，尾崎米厚，兼板佳孝，

玉城哲雄，簑輪真澄，林謙治．わが国における妊婦の喫煙

状況．日本公衆衛生雑誌　2007；54（2）：115-122．

学術誌に発表した総説

笽島茂．電磁界の疫学：低周波．保健医療科学 2007；

56（4）：327-332．

實成文彦，笽島茂．公衆衛生現場における行政情報の活

用と個人情報保護．学術の動向：日本学術会議 SCJ フォー

ラム　2007；（12）：16-25．

武村真治，大井田隆，兼板佳孝，内山真．睡眠障害の経

済的評価．老年医学．2007；45（6）：679-685.

抄録のある学会報告

曽根智史，田口眞，中野修治，堀江正治，廣部一彦．事

業場における在職者の性別死亡率と性・年齢階級別死因

（サンユー会学術 QQ プロジェクト，2005年）　第80回日

本産業衛生学会総会；2007.4；大阪．産業衛生学雑誌

2007；49：2041.
中野修治，田口眞，曽根智史，堀江正知，廣部一彦．事

業場における在職者の死因と健康診断結果との関連（サン

ユー会学術 QQ プロジェクト，2005年）　第80回日本産業

衛生学会総会；2007.4；大阪．産業衛生学雑誌 2007；

49：2042.
曽根智史．国立保健医療科学院における死体検案研修の

概要と評価．第66回日本公衆衛生学会総会；2007.10. 
24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10特別附録）：

343.
曽根智史．「21世紀の公衆衛生研究戦略を考える」アス

ベスト問題に対する反省から．第66回日本公衆衛生学会

総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54
（10特別附録）：104.（フォーラム）

石川雅彦，曽根智史．初期臨床研修「地域保健・医療」

研修における医療安全研修．医学教育総会；2007.7；東

京．医学教育2007．38（Suppl）：30.
笽島茂．政府統計資料等の有効活用について．日本学術

会議健康生活科学委員会（パブリックヘルス科学分科会）

企画シンポジウム「衛生・公衆衛生学における学術研究と

個人情報保護 －疫学研究・統計調査の円滑な推進とデー

タの有効活用のために－」 第77回日本衛生学会総会；

2007.3.25-28；大阪，日本衛生学雑誌 2007；62（2）：111．

（シンポジウム）

笽島茂．わが国における政府統計の有効活用について：

国勢調査コホート事業の提言．日本学術会議シンポジウム

「今後の政府統計のあり方とその有効活用」第66回日本公

衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑

誌 2007；54（10特別附録）：193-194.

牛山明，増田宏，笽島茂，大久保千代次，他．携帯電話

基地局からの電波と健康症状等の関連に関するヒトボラン

ティア研究．第44回全国衛生化学技術協議会年次総会；

2007.11.14-15；津．同要旨集．2007．p.197-198.
福井次矢，青木誠，野村恭子，川南勝彦，遠藤弘良，高

橋理，徳田安春，大出幸子，矢野栄二，他．2 年次研修医

の臨床能力にもたらした新研修制度の影響．医学教育総

会；2007.7；東京．医学教育 2007．38（Suppl）：29.
矢野栄二，野村恭子，青木誠，木村琢磨，川南勝彦，遠

藤弘良，高橋理，徳田安春，大出幸子，福井次矢．新医師

研修制度下研修医の特性と満足度　大学病院と一般研修病

院との比較．医学教育総会；2007.7；東京．医学教育

2007．38（Suppl）：27.
石川雅彦，遠藤弘良，曽根智史，川南勝彦，青木誠，矢

野栄二，福井次矢．新医師臨床研修制度 1 期生を対象と

した臨床研修の満足度・目標達成度に関する調査結果．医

学教育総会；2007.7；東京．医学教育2007．38（Suppl）：

27.
泉峰子，星佳芳，石川雅彦，大夛賀政昭，熊川寿郎，杉

山英男，武村真治，橘とも子，筒井孝子，土井徹，土井由

利子，中板育美，西村秋生 , 東野定律，平野かよ子，藤井

仁，藤原真一郎，水嶋春朔，山口一郎，林謙治．国立保健

医療科学院「ガイド情報ライブラリー」におけるインター

ネ ッ ト 情 報 配 信． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10特

別附録）：243.
岩室紳也，福永一郎，櫃本真聿，藤内修二，石川貴美

子，中瀬克己，松岡宏明，国吉秀樹，松村康弘，武村真

治，谷原真一，中川昭生，福田展之，安藤実里，下田智

久．「健康日本21」地方計画推進・評価事業　その 1　医

療制度改革の時代の健康増進計画．第66回日本公衆衛生

学 会 総 会；2007.10.24-26； 松 山． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 
2007；54（10特別附録）：305.

福永一郎，岩室紳也，櫃本真聿，藤内修二，石川貴美

子，中瀬克己，松岡宏明，国吉秀樹，松村康弘，武村真

治，谷原真一，中川昭生，中本稔，田中久子，下田智久．

「健康日本21」地方計画推進・評価事業　その 2　地方計

画の策定推進に影響する要因．第66回日本公衆衛生学会

総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54
（10特別附録）：305.

大井田隆，武村真治，尾崎米厚，宮崎美砂子，福島哲

仁，櫻井裕．自然災害発生後の 2 次的健康被害発生防止

の保健所等行政機関の役割に関する研究．第66回日本公

衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑

誌 2007；54（10特別附録）：331-332.
武村真治，曽根智史，加藤則子，水嶋春朔．諸外国の公

衆衛生専門医・専門家の養成システムの実態．第66回日

本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌 2007；54（10特別附録）：340.
野崎直彦，武村真治，曽根智史，大井田隆．医療保険者
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の特定健康診査・特定保健指導への準備状況とその影響要

因 に 関 す る 研 究． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10特

別附録）：413.

その他学術報告（研究調査報告書含む）

曽根智史．主任研究者．厚生労働科学研究費補助金地域

健康危機管理研究事業「公衆衛生医師等の専門的能力の構

築とその向上に資する教育研修プログラムの開発に関する

研究」（H17－健康－一般－011〉平成18年度総括・分担

研究報告書．2007.
曽根智史．主任研究者．厚生労働科学研究費補助金医療

安全・医療技術評価総合研究事業「死体検案業務の質の確

保・向上に関する研究」（H18－医療－一般－034）平成

18年度総括・分担研究報告書．2007.
曽根智史．米国のトレーニング，フェローシップ・プロ

グラムに関する研究．厚生労働科学研究費補助金厚生科学

特別研究事業「今後の厚生労働科学研究費のあり方に関す

る研究」（主任研究者：山田信博．H19－特別－指定－

030）平成19年度総括・分担研究報告書．2007. p.31-57.
曽根智史．医学部における学士編入学制度に関する研

究．厚生労働科学研究費補助金医療安全・医療技術総合評

価研究事業「卒前教育から生涯教育を通じた医師教育の在

り方に関する研究」（主任研究者：篠崎英夫．H17－医療

－013）平成18年度総括・分担研究報告書．2007.
曽根智史，都筑千景．市町村保健事業（保健師業務）評

価指標の開発に関する研究．厚生労働科学研究費補助金地

域健康危機管理研究事業「市町村合併に伴う地域保健事業

および自治体事務の影響評価と今後の効率的推進策に関す

る研究―市町村保健事業（保健師業務）評価指標の開発お

よび同指針の作成―」（主任研究者：烏帽子田彰．H17－

健康－一般－014）平成18年度総括・分担研究報告書．

2007. p.69-78.
曽根智史，逢見憲一．地域保健行政の必要機能の調査研

究．厚生労働科学研究費補助金地域健康危機管理研究事業

「地域保健行政の再構築に関する研究」（主任研究者：谷修

一．H16－健康－042）平成18年度総括・分担研究報告書．

2007.
曽根智史．ミレニアム開発目標マトリックスと日本の国

際協力の関連性に関する現状分析．平成18年度厚生労働

省国際医療協力研究委託費「ミレニアム開発目標達成に資

するわが国の基本戦略策定に関する研究」（主任研究者：

仲佐保．16指 1 ）研究報告集．2007. p.7-8.
笽島茂，自治体のエイズ施策のモニタリングに関する研

究．厚生労働各研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV
感染の動向と影響及び政策のモニタリングに関する研究」

（主任研究者：木原正博）平成18年度研究報告書．京都：

木原正博：2007. p.188-228．

福井次矢，矢野栄二，青木誠，川南勝彦．新医師臨床研

修制度の評価に関する調査研究．厚生労働科学研究費補助

金医療技術評価総合研究事業「新医師臨床研修制度の評価

に関する調査研究」 （主任研究者：福井次矢） 平成18年度

総括研究報告書．2007.
川南勝彦．死体検案研修に資する臨床指導医に対する

コーチング技法，教育技法等に関す研究．厚生科学研究費

補助金医療技術評価総合研究推進事業「外国への日本人研

究者派遣事業」平成18年度研究実績報告集．2007. p.63-68.
川南勝彦．厚生労働科学研究費補助金医療技術評価総合

研究事業「新医師臨床研修制度の評価に関する調査研究」

（主任研究者：福井次矢）平成18年度総括・分担研究報告

書．2007.
川南勝彦．地域保健総合推進事業「新医師臨床研修「地

域保健・医療」の実践的な研修方策に関する研究」（主任

研究者：伊藤喜信）平成18年度総括・分担研究報告書．

2007.
武村真治，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金がん

臨床研究事業「がん対策の実施基盤及び推進体制に関する

国際比較研究」平成18年度総括・分担研究報告書．2007.
武村真治．自然災害への対応システムに関する全国調

査．厚生労働科学研究費補助金地域健康危機管理研究事業

「自然災害発生後の 2 次的健康被害発生防止及び有事にお

ける健康危機管理の保健所等行政機関の役割に関する研

究」（主任研究者：大井田隆）平成18年度総括・分担研究

報告書．2007. p.21-70.
武村真治．諸外国の公衆衛生医師等の資質向上方策の実

態調査．厚生労働科学研究費補助金地域健康危機管理研究

事業「公衆衛生医師等の専門的能力の構築とその向上に資

する教育研修プログラムの開発に関する研究」（主任研究

者：曽根智史）平成18年度総括・分担研究報告書．2007. 
p.11-309.
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鈴木健二，尾崎米厚，和田清，松下幸生，林謙治，大井
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アルコール・薬物医学会雑誌2007；42（3）：138-151.

学術誌に発表した総説
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meeting of Bioelectromagnetic Society；2007 Jun. 10-15；

Kanazawa, Japan. Abstract book, 2007. p.60-62.
Furubayashi T, Terao Y, Mizuno Y, Shirasawa K, 

Kageyama A, Okano T, Nishikawa M, Miyawaki K, Yasuda 
A, Uchiyama M, Kobayashi-Yamashita H, Ushiyama A, 
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2007；54（8）：33-39.
今井博久．高校生の性感染症．日本化学療法学会雑誌 

2007；55：135-141.
土井由利子．日本における睡眠薬の使用状況と諸外国と

の比較－疫学調査から－；不眠症－ Common disease の病

態と心身への影響．Current Therapy カレントテラピー 
2007；25（1）：16-19.

土井由利子．睡眠障害の疫学；日常臨床で押さえておき

たい睡眠障害の知識．治療 2007；89（増刊号）：6-10.

著書

今井博久，福田吉治，中尾裕之．小中学生のための食品

衛生教育教材．和光：国立保健医療科学院；2007.
今井博久，福田吉治，中尾裕之．食品をより安全にする

ための 5 つの鍵マニュアル．和光：国立保健医療科学院；

2007.
土井由利子．母子保健の現状と動向．小山洋，辻一郎，

編．鈴木庄介，久道茂，監修．シンプル衛生公衆衛生学

2007．東京：南江堂；2007．p.209-215.
福田吉治，山縣然太朗．保健医療福祉の研究ナビ．東

京：金原出版；2007.
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一 , 川口毅 , 松浦尊磨，編集．研修医・指導のための地域

保健・医療／予防医療．改訂 2 版．京都：金芳堂；2007．

p.315-319.
佐藤智子，八幡裕一郎，高階光栄，鈴木紀行．平成17
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センター年報 2007；1：17-29.

抄録のある学会発表

南島多麻美，今井博久，福田吉治，中尾裕之，八幡裕一

郎，石谷誓子，北池正．ベトナム農村地区における愛育班

活動の現状．第66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；

松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：663.
栗盛須雅子，福田吉治．障害調整県境寿命（DALE）と

加重障害保有割合（WDP）の健康指標としての意義と

DALE の 利 点． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会；2007.10. 
24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特別附

録）：235.
木下ゆり，久地井寿哉，福田吉治，河原和夫，加藤雅

代，今井博久，林謙治．フォーカスグループインタビュー

による若年者の喫煙意識の質的分析．第66回日本公衆衛

生学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；

54（10 特別附録）：282.
久地井寿哉，木下ゆり，福田吉治，河原和夫，大井田

隆，玉城哲雄，今井博久，林謙治．喫煙経験を持つ医学生

における喫煙経験の cost-benefit 分析．第66回日本公衆衛

生学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；

54（10 特別附録）：281-2.
石谷誓子，今井博久，中尾裕之，八幡裕一郎，福田吉

治，南島多麻美．若年者の性感染症と性意識，態度，性活

動 の 活 発 さ に つ い て． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：589.

八幡裕一郎，佐藤智子，張勇，高階光栄，中尾裕之，福

田吉治，今井博久．定期予防接種を 3 歳半までに接種と

関 連 す る 要 因 は？ 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：580.

中尾裕之，福田吉治，八幡裕一郎，今井博久．米国にお

ける地域がん対策について．第66回日本公衆衛生学会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：420.

福田吉治，中尾裕之，八幡裕一郎，豊福肇，谷口力夫，

猪井恵理子，今井博久．WHO Five Keys に基づく食品衛

生 教 育 教 材 の 作 成． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：626.

今井博久，中尾裕之，八幡裕一郎，福田吉治，石谷誓

子，南島多麻美，五十嵐久人．生活習慣病に対する保健指

導の疾病管理プログラム効果および終了後の継続効果．第

66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆

衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：432.
今井博久 , 中尾裕之，福田吉治，八幡裕一郎．糖尿病疾

病管理プログラム終了後の 2 年経過した時点の持続効果

の評価．第45回日本病院管理学会；2007.10.25-26；横浜．

日本病院管理学会誌　2007；44：250.
今井博久．わが国における疾病管理の実施と今後につい

て．第45回日本病院管理学会；2007.10.25-26；横浜．日

本病院管理学会誌　2007；35.（パネルディスカッション）

今井博久，庭田聖子，中尾裕之，福田吉治．わが国の高

齢患者における薬剤疫学に活用できる薬剤基準の開発．第

77回日本衛生学会総会；2007.3.25-28；大阪．日本衛生学

雑誌2007.；62（2）：525．

佐野希，小澤礼子，蝦名玲子，木下ゆり，福田吉治，武

見ゆかり．フォーカスグループインタビューによるコープ

子育て世代の食育ニーズの検討．第16回日本健康教育学

会；2007.7.6-7；大阪．日本健康教育学会誌 2007；15
（Suppl）：84-85.

栗盛須雅子，福田吉治，星旦二．都道府県別要介護認定

率の較差を規定する要因の共分散構造分析．第33回日本

保健医療社会学会；2007.5.19-20；新潟．日本保健医療社

会学論集 2007；18（特別号）：83.
福田吉治，栗盛須雅子，星旦二．障害調整健康余命

（DALE）と加重障害保有割合（WDP）の都道府県較差．

2007.5.19-20；新潟．日本保健医療社会学論集 2007；18
（特別号）：82.

福田吉治．健康日本21の現状と課題：オーバービュー．

日本薬学会フォーラム2007：衛生薬学・環境トキシコロ

ジー；2007.11.1-2；大阪．Journal of Health Science 2007；
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53（Supple）：67．（フォーラム）

福田吉治．公衆衛生分野における政府統計等の二次利用

の有効性と課題．日本学術会議シンポジウム「今後の政府

統計のあり方とその有効活用」．第66回日本公衆衛生学会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：176．（フォーラム）

中尾裕之，藤井良宜，福田吉治，今井博久．欠測値や区

間データが存在する PCB 類・ダイオキシン類の曝露影響

評価手法．第77回日本衛生学会総会；2007.3.25-28；大阪．

日本衛生学雑誌2007；62（2）：449．

張勇，佐藤智子，高山裕子，高階光栄，八幡裕一郎．秋

田県モデル地区における地域住民による生活習慣病対策に

ついて．第66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．

日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：372-373.
今井博久，中尾裕之，福田吉治．大規模調査による高校

生の無症候性クラミジア感染の感染率と危険因子；第20
回公衆衛生情報研究協議会研究会；2007.2.15-16；香川．

抄録集：28.
福田吉治，中尾裕之，今井博久．日本人女性におけるが

ん検診受診と関連する社会経済的要因；第77回日本衛生

学会；2007.3.26-28；大阪．日本衛生学雑誌2007；62（2）：

551.
福田吉治，中尾裕之，今井博久．がんの地域集積性：市

区町村別死亡率による疾病地図とクラスタリング；第20
回公衆衛生情報研究協議会研究会；2007.2.15-16；香川．

抄録集：21.
中尾裕之，藤井良宜，福田吉治，今井博久．欠測値や区

間データが存在する PCB 類・ダイオキシン類の曝露影響

評価手法；第77回日本衛生学会；2007.3.26-28；大阪．日
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中尾裕之，福田吉治，今井博久．レジオネラ集団感染事

例における症例対照研究；第20回公衆衛生情報研究協議

会研究会；2007.2.15-16；香川．抄録集：29.

その他学術報告（研究調査報告書含む）

今井博久，福田吉治．米国における疫学・公衆衛生にお

ける研究倫理審査のあり方について．厚生労働科学研究費

補助金特別研究事業「倫理指針の運用及び遵守状況の調

査」（主任研究者：土井徹）平成18年度報告書：2007.
今井博久．医療提供体制の効率化に関する調査研究（医

療費適正化の観点から）．健康保険組合連合会（座長：尾

形裕也）2007年発行．

土井由利子，主任研究者．文部科学研究費補助金基盤研

究（C）「眠剤に関する大規模薬剤疫学研究 - 外来処方を

中心に」平成18年度研究成果報告書．2007.
土井由利子，主任研究者．文部科学研究費補助金基盤研

究（C）「眠剤に関する大規模薬剤疫学研究 - 外来処方を

中心に」平成18年度研究実績報告書．2007.
土井由利子．行政資料を用いた難病の頻度調査－人口動

態統計死亡票を用いた特定疾患による死亡の地域集積性に

関する検討－．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服

研究事業「特定疾患の疫学に関する研究」（主任研究者：

永井正規）．平成18年度総括・分担研究報告書．2007.
土井由利子．行政資料を用いた難病の頻度調査－人口動

態調査死亡票を用いた特定疾患による死亡の頻度調査につ

いて－．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事

業「特定疾患の疫学に関する研究」（主任研究者：永井正

規）．平成18年度総括・分担研究報告書．2007.
土井由利子，横山徹爾，編．難病の死亡統計データブッ

ク増補．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事

業「特定疾患の疫学に関する研究」（主任研究者：永井正

規）．平成18年度分担研究報告書．2007.
福田吉治．医学・看護学生の喫煙およびその関連要因に

関するフォーカスグループインタビュー調査．厚生労働科

学研究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業

「未成年者の喫煙実態状況に関する調査研究」（主任研究

者：林謙治）平成18年度研究報告書．2007.
福田吉治．ソーシャルマーケティングの方法論を用いた

プログラムの開発・評価：スーパーマーケットでの取り組

みに向けたフォーカスグループインタビュー．厚生労働科

学研究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業

「食事バランスガイドを活用した栄養教育・食環境づくり

の手法に関する研究」（主任研究者：武見ゆかり）平成18
年度研究報告書．2007.

Originals
Imai H, Kuroi K, Ohsumi S, Ono M, Shimozuma K. 

Economic evaluation of the prevention and treatment of 
breast cancer-present status and open issues. Breast Cancer 
2007.；14（1）：81-7.

Imai H, Fick D, Waller J, Maclean R. Physician 
characteristics associated with prescription of inappropriate 
medicat ions using Beers  cr i ter ia .  Geriatr ics  and 
Gerontology International 2007.；7（1）：380-387.

Simozumai K, Imai H, Kuroi K, Ohsumi S, Ono M. 
Recent topics of health outcomes research in oncology. 
Breast Cancer. 2007.；14（1）：60-65. 

Ohsumi S., Shimozuma K, Kuroi K, Ono M, Imai H. 
Quality of life of breast cancer patients and types of surgery 
for breast cancer - current status and unresolved issues-. 
Breast Cancer 2007.；14（1）：66-73.

Kuroi K, Shimozuma K, Ohsumi S, Imai H, Ono M. 
Current status of health outcome assessment of medical 
treatment in breast cancer. Breast Cancer 2007.；14（1）：

74-80.
Ono M, Imai H, Kuroi K, Ohsumi S, Shimozuma K. 

Quality of Japanese health care evaluated as hospital 
functions. Breast Cancer 2007.；14（1）：88-91.

Fukuda Y, Nakao H, Yahata Y, Imai H. Are health 
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公衆衛生看護部

Department of Public Health Nursing

学術誌に発表した原著

中板育美，但馬直子，疋田理律子，ほか．「育児支援家

庭訪問事業」による児童虐待の発生予防・進行防止の方向

性．子どもの虐待とネグレクト2007；63（10）：384-393．

奥田博子．保健師による地震災害における地域保健活動

支援の要件に関する研究，応援・派遣保健師との協働体制

を含めた支援のあり方．国立保健医療科学院研究課程論

文．2007. p.1-40.

総説

奥田博子，宮崎美佐子，井伊久美子．自然災害発生時に

おける保健師の派遣協力の実態と今後に向けての課題．保

健師ジャーナル2007；63（9）：810-815．

奥田博子，他．座談会検証！新潟県中越沖地震：災害時

の保健師派遣のあり方を考える．公衆衛生情報　2007；

37（12）：6-20.
中板育美．子どものメンタルヘルスを担う人材を育成す

る－保健師の育成について－．小児保健研究 2007；66
（2）：186-188.

中板育美．指導者の戸惑いと後輩に寄せる想い－現場の

声にみる現任教育の現状と課題－保健師ジャーナル 
2007；63（10）：856-861．

中板育美．母子保健と子ども虐待．小児科臨床2007；

60（4）：805-810．

著書

中板育美．保健指導技術を高めるための方法　新しい特

定健診・特定保健指導の進め方．金川克子，編．東京：中

inequalities increasing? Trends of 1955 to 2000. BioScience 
Trends 2007.；1：38-42.

Fukuda Y, Nakao H, Imai H. Different  income 
information as an indicator for socioeconomic inequality in 
health among Japanese adults. J Epidemiol 2007.；17：

93-9.
Fukuda Y, Nakamura K, Takano T, Nakao H, Imai H. 

Socioeconomic status and cancer screening in Japanese 
men：large inequality in middle-aged and urban residents. 
Environmental Health and Preventive Medicine 2007.；
11：90-6.

Fukuda Y, Nakamura K, Takano T. Higher mortality in 
areas of lower socioeconomic position measured by a single 
index of deprivation in Japan. Public Health 2007.；121：

163-73.
Hamasuna R, Hoshina S, Imai H, Jensen JS, Osada Y. 

Usefulness of oral wash specimens for detecting Chlamydia 
trachomatis from high-risk groups in Japan. International 
Journal of Urology 2007.；14：473-475.

Yahata Y, Imai H, Fukuda Y, Zhang Y, Satoh T, Nakao H, 
Moji K, Amano K. BCG immunization age in urban and 
rural areas of Akita Prefecture, Japan. Journal of 
Physiological Anthropology 2007.；26：547-51.

Uezono S, Sato Y, Hara S, Hisanaga S, Fukudome K, 
Fujimoto S, Nakao H, Kitamura K, Kobayashi S, Suzuki K, 
Hashimoto H, Nunoi H. Outcome of ANCA-associated 
primary renal vasculitis in Miyazaki prefecture. Internal 
Medicine 2007.；46：815-22.

Yamada K, Fujimoto S, Nishiura R, Komatsu H, 
Tatsumoto M, Sato Y, Hara S, Hisanaga S, Ochiai H, Nakao 
H and Eto T. Risk factors of the progression of abdominal 
aortic calcification in patients on chronic haemodialysis. 

Nephrology, Dialysis, Transplantation 2007.；22：2032-7.
Kuroda Y, Nakao H, Ikemura K, Katoh T. Association 

between the TP53 codon72 polymorphism and oral cancer 
risk and prognosis. Oral Oncology 2007.；43：1043-8.

Kaneita Y, Ohida T, Osaki Y, Tanihata T, Minowa M, 
Suzuki K, Wada K, Kanda H, Hayashi K. Association 
between mental health status and sleep status among 
adolescents in Japan：a nationwide cross-sectional survey. 
J Clin Psychiatry 2007.；68（9）：1426-1435.

Ohida T, Kaneita Y, Osaki Y, Harano S, Tanihata T, 
Takemura S, Wada K, Kanda H, Hayashi K, Uchiyama M. 
Is passive smoking associated with sleep disturbance 
among pregnant  women?  Sleep 2007.；30（9）：

1155-1161.
Kaneita Y, Ohida T, Osaki Y, Tanihata T, Minowa M, 

Suzuki K, Wada K, Kanda H, Hayashi K. Association 
between mental health status and sleep status among  
adolescents in Japan：a nationwide cross-sectional survey.  
J Clin Psychiatry 2007.；68（9）：1426-1435.

Proceedings with Abstracts
Fukuda Y, Nakao H, Imai H. Socioeconomic inequalities 

in cancer screening participation among Japanese men. 
19th IUHPE World Conference on Health Promotion & 
Health Education；2007.6.10-15；Vancouver. http：//
www.iuhpeconference.org/en/index.htm.

Imai H, Nakao H, Fukuda Y, Yahata Y. Development, 
Implementation, and Follow-up of a Disease Management 
Program for Elderly Diabetes Patients in Japan. 9th Annual 
Disease Management Leadership Forum；2007. 9；Las 
Vegas.
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央法規；2007. p.91-102.
中板育美，訳．小児医療心理学における疾病と傷害の予

防　小児医療心理学．奥山眞紀子，丸光恵監訳．エルゼビ

ア･ジャパン；2007.：75-85.

抄録のある学会報告

福島富士子．産後早期における支援体制のあり方に関す

る研究．第66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．

日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：444.
藤内修二，岩室紳也，福島富士子，他．県型保健所の支

援が市町村の「健やか親子21」推進に及ぼす影響．第66
回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌 2007；54（10 特別附録）：338.
中板育美，鳩野洋子，奥田博子，米澤洋美，平野かよ

子．中堅保健師に期待される能力と新任保健師の指導保健

師に求められる能力と組織の課題．第10回日本地域看護

学会学術集会；2007.7.28-29；横須賀．

石井元康，佐野信也，中板育美．虐待する母親の精神療

法：精神（心理）療法とソーシャル・ワーク．第13回日

本子ども虐待防止学会学術集会；2007.12.14-15；津．

佐藤亜津子，中板育美，鴻丸恵美子．妊娠期からの虐待

予防活動をめざして―産科医療機関等との連携に関する一

考 察 ―． 第13回 日 本 子 ど も 虐 待 防 止 学 会 学 術 集 会；

2007.12.14-15；津．

佐藤亜津子，山下三代子，百濟さち，中板育美．妊娠期

からの虐待予防活動をめざして　産科医療機関等との連携

に 関 す る 一 考 察． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会；

2007.10.24-26；松山．

中板育美，但馬直子，疋田理津子，高橋ゆきえ，横森喜

久美，瀬戸晶子，渡辺好恵，吉原恭子，佐藤睦子，藤原千

秋．育児支援家庭訪問による児童虐待の発生予防・進行防

止 の 可 能 性　 第 1 報． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会；

2007.10.24-26；松山．

但馬直子，中板育美，藤原千秋，横森喜久美，渡辺好

恵，吉原恭子，佐藤睦子．育児支援家庭訪問による児童虐

待の発生予防・進行防止の可能性　第 2 報．第66回日本

公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．

藤原千秋，中板育美，但馬直子，横森喜久美，瀬戸晶

子，渡辺好恵，吉原恭子，佐藤睦子．「育児支援家庭訪問

事業」による児童虐待の発生予防・進行防止の可能性　第

3 報．第66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．

朝倉真由美，瀬田節子，浅井澄代，中板育美．埼玉県に

おける「親支援グループミーティング（PSG）」の取組に

ついて．第66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．

宮崎美砂子，奥田博子，牛尾裕子，春山早苗，藤谷明

子，本間靖子．被災時に必要な応援・派遣保健師マンパ

ワー策定基準の試案作成　第一報．第66回日本公衆衛生

学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54
（10 特別附録）：334.

その他学術報告（研究調査報告書含む）

福島富士子，主任研究者．産後育児支援体制のあり方に

関する研究　平成18年度児童関連サービス調査研究等事

業報告書．財団法人こども未来財団．2007.2.
平野かよ子，山田和子，鳩野洋子，福島富士子，奥田博

子，中板育美，他．厚生労働科学研究費補助金政策科学推

進研究事業「市町村合併に伴う住民参加型の日常生活圏域

の設定と保健福祉サービスの提供体制のあり方に関する研

究」（主任研究者：平野かよ子）平成18年度総括・分担報

告書．2007.
岩室紳也，藤内修二，福島富士子．厚生労働科学研究費

補助金子ども家庭総合研究事業「健やか親子21」推進の

効果に関する研究．平成16-18年度総合報告書（主任研究

者：山形然太郎）2007.
佐藤拓代，山下洋，福島富士子．妊娠期からの虐待予防

に関する研究．厚生労働科学研究費補助金子ども家庭総合

研究事業「児童虐待等の子どもの被害，及び子どもの問題

行動の予防・介入・ケアに関する研究」（主任研究者：奥

山眞紀子）平成18年度研究報告書．2007.
渡辺好恵，中板育美．児童虐待予防における在宅養育支

援のあり方に関する研究．厚生労働科学研究費補助金子ど

も家庭総合研究事業「児童虐待等の子どもの被害，及び子

どもの問題行動の予防・介入・ケアに関する研究」（主任

研究者：奥山眞紀子）平成18年度研究報告書．2007.
中板育美，他．厚生労働科学研究費補助金子ども家庭総

合研究事業「児童虐待等の子どもの被害，及び子どもの問

題行動の予防・介入・ケアに関する研究」（主任研究者：

奥山眞紀子）平成18年度研究報告書．2007.
平野かよ子，中板育美．保健指導技術の開発と応用－筑

後市と岩国市の事例から－．厚生労働科学研究費補助金厚

生労働科学特別研究事業「生活習慣病予防における効果的

な保健指導技術に関する研究」（主任研究者：金川克子．

H17－健康－一般－013）平成18年度総括研究報告書．

2007.
平野かよ子，鳩野洋子，奥田博子，中板育美，他．都道

府県保健師指導者の育成プログラムの開発．厚生労働科学

研究費補助金地域健康危機管理研究事業「保健師指導者の

育成プログラムの開発」）（主任研究者：佐伯和子）平成

17-18年度総括・研究報告書．2007.
佐伯和子，中板育美，指導者育成プログラム作成に関す

る検討会報告書．平成18年度地域保健総合推進事業．財

団法人日本公衆衛生協会．研究報告書．2007.
中板育美，岡村昌幸，佐々木久長．藤里町児童殺害事件

における住民の心ケア・支援報告書．秋田県山本地域振興

局福祉保健部．2007.
平野かよ子，中板育美，奥田博子．都道府県・保健所に

おける健康づくり－健康日本21計画を基盤とし地域・職

域連携推進協議会を活用した生活習慣病予防対策－．

2007.
鈴木恵子，青柳玲子，飯田恵久子，齋藤ひろみ，井伊久
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美子，奥田博子，他．地域における健康危機管理のあり方

―行政組織の中での健康危機管理に保健師の専門性を発揮

するために―．社団法人日本看護協会．2007.　
宮崎美砂子，奥田博子，牛尾裕子，春山早苗，本間靖

子．危機管理における保健師のキャリアラダーの検討．厚

生労働科学研究費補助金特別事業「保健師指導者の育成プ

ログラムの開発」（主任研究者：佐伯和子．H17－健康－

一般－013）平成18年度統括･分担研究報告書．2007.

宮崎美砂子，奥田博子，牛尾裕子，春山早苗，藤谷明

子，本間靖子，他．被災時に必要な保健師マンパワー策定

基準の試案作成．厚生労働科学研究費補助金特別事業報告

書「自然災害発生後の二次的健康被害発生防止及び有事に

おける健康危機管理の保健所等行政機関の役割に関する研

究」（主任研究者：大井田隆．H17－健康－一般－017）平

成18年度統括・分担研究報告書．2007.

生涯保健部

Department of Health Promotion and Research

学術雑誌に発表した原著論文

諏澤宏恵，加藤則子，山田和子．親の育児感情に影響を

及ぼす乳幼児の年齢別要因の検討― PSI 概念モデルをも

とにした児の年齢別比較―．小児保健研究　2007；66
（3）：402-411．

橋本令子，村田光範，加藤則子．Excel 関数を用いた小

児肥満管理プログラム及び小児期メタボリック症候群診断

プログラムと症例報告を中心とした臨床応用について．小

児保健研究 2007；66（4）：568-575．

久保秀一，羽田明，加藤則子，井上孝夫，山崎彰美，林

謙治．理想子ども数 0 人に関する母子環境の要因の解析

―母親にとって理想子ども数 0 人の意味するもの―．小

児保健研究  2007；66（6）：832-839．

須藤紀子，清野富久江，吉池信男．自然災害発生後の自

治体による栄養・食生活支援．日本集団災害医学会誌　

2007；12：169-177.

学術誌に発表した総説

加藤則子．十代の母親へのサポート．周産期医学 
2007；37（8）：1031-1034．

加藤則子．性差と公衆衛生．公衆衛生 2007；71（9）：

758-761．

加藤則子．アトピー性皮膚炎をめぐる不適切な食物除去

とやせ・発育不良について．チャイルドヘルス 2007；10
（12）：865-867．

加藤則子．平均出生体重減少に関与する社会医学的側

面． 日 本 周 産 期・ 新 生 児 医 学 会 雑 誌 2007；43（4）：

857-860．

瀧本秀美，佐藤（三戸）夏子．喫煙，飲酒，栄養素摂取

量が胎児発育に与える影響と妊婦への情報提供．助産雑誌

2007；61（10）：852-855．

瀧本秀美．母乳栄養の考え方と授乳婦への栄養指導．臨

床栄養2007；111（1）：29-32．

須藤紀子．米国ミネソタ州セントポール市の学校給食．

栄養学雑誌　2007；65：317-319.

著書

加藤則子．成長曲線ってこんなに役立つ．藤枝憲二，

監．加藤則子，編．現場で役立つラクラク成長曲線．東

京：診断と治療社；2007. p.1-13．

加藤則子．成長曲線について（付録 1 ）．藤枝憲二，監．

加藤則子，編．現場で役立つラクラク成長曲線．東京：診

断と治療社；2007. p.139-150．

加藤則子．実際にグラフをつけてみよう（付録 2 ）．藤

枝憲二，監．加藤則子，編．現場で役立つラクラク成長曲

線．東京：診断と治療社；2007. p.151-171.
加藤則子．身体計測．田中哲郎，監．子育て支援におけ

る保健相談マニュアル．東京：日本小児医事出版社；

2007. p.1-5.
加藤則子．身体発育．高野陽，中原俊隆，編．医師，看

護職のための乳幼児保健活動マニュアル．地域，保育所，

幼稚園の子どもの健康を目指して．東京：文光堂；2007．

p.234-247．

瀧本秀美，饗場直美，岡純，奥恒行，他編．管理栄養士

全科のまとめ．東京：南山堂：2007. p.63, 107, 186．

瀧本秀美，藤田美明，池本真二編．ライフステージ栄養

学．東京：建帛社：2007. p.108-112． 
佐藤加代子．公衆栄養学の概念．独立行政法人　国立健

康・栄養研究所監修．管理栄養士全科のまとめ．東京：南

山堂；2007. p.300.
佐藤加代子．公衆栄養活動．独立行政法人　国立健康・

栄養研究所監修，管理栄養士全科のまとめ．東京：南山

堂；2007. p.300-301.
佐藤加代子．教育機関の立場から保健所・保健センタ－

栄養士・管理栄養士への提言．藤沢良知，監修，栄養士・

管理栄養士まるごとガイド．改定 5 版．東京：カザン；

2007. p.43-46．

佐藤加代子．幼児期の食生活，田中哲郎監修，子育て支

援における保健相談マニュアル．東京：日本小児医事出版

社；2007. p.15-18.
佐藤加代子．学童期・思春期の栄養と食生活．高野陽，

高橋種昭，大江秀夫，染谷理絵，水野清子，原田節子，佐

藤加代子編．小児栄養：子どもの栄養と食生活 第4版改訂．

東京：医歯薬出版；2007. p.137-159.
佐藤加代子．障害をもつ小児の食事と食生活．高野陽，

高橋種昭，大江秀夫，染谷理絵，水野清子，原田節子，佐
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藤加代子編．小児栄養：子どもの栄養と食生活 第4版改訂．

東京：医歯薬出版；2007. p.177-197.
須藤紀子．離乳食．田中哲郎，監修．子育て支援におけ

る保健相談マニュアル．東京：日本小児医事出版社；

2007. p.10-14．

須藤紀子．栄養疫学．独立行政法人国立健康・栄養研究

所監修．管理栄養士全科のまとめ改訂 3 版．東京：南山

堂；2007. p.312-314.
須藤紀子．諸外国の健康・栄養問題の現状と課題，及び

健康・栄養政策．独立行政法人国立健康・栄養研究所監

修．管理栄養士全科のまとめ改訂 3 版．東京：南山堂；

2007. p.326-328.
須藤紀子．諸外国の栄養状況と施策．八倉巻和子，編

著．N ブックス改訂公衆栄養学．東京：建帛社；2007. 
p.210-219.

須藤紀子．栄養教育の国際的動向．岸田典子，菅淑江，

編著．ウェルネス栄養教育・栄養指導論第 4 版．東京：

医歯薬出版；2007. p.38-45.
須藤紀子．先進国における栄養教育．八倉巻和子，編

著．改訂栄養教育・栄養指導―実験・実習―．東京：光生

館；2007. p.143-148.
須藤紀子．開発途上国における栄養教育．八倉巻和子，

編著．改訂栄養教育・栄養指導―実験・実習―．東京：光

生館；2007. p.153-156.

抄録のある学会報告

加藤則子．子育てプログラムを通じてのパートナーシッ

プ．シンポジウム　子どもの育ちを見守り支えるパート

ナー．日本小児看護学会第17回学術集会；2007.7.20-21；

松本．日本小児看護学会第17回学術集会講演集．2007. 
p.35-36．

加藤則子．平均出生体重減少に関与する社会医学的側

面．シンポジウム 2「望ましい胎児発育とは - 平均的出生

体重の減少をどのようにとらえるのか -」第43回日本周産

期・新生児医学会総会および学術集会；2007.7.8-10；東

京．日本周産期・新生児医学会雑誌 2007；43（2）：268．

加藤則子，瀧本秀美，柳川敏彦．1 歳 6ヶ月児健診及び

3 歳児健診問診票における問題行動設問項目の実態に関す

る 全 国 調 査 結 果． 第54回 日 本 小 児 保 健 学 会；2007.9. 
20-22；群馬．第54回日本小児保健学会講演集．2007. 
p.133.

橋本令子，村田光範，加藤則子，澤村薫．小児の栄養状

態評価を主な目的とした身長・体重発育曲線ソフトの開

発．第54回日本小児保健学会；2007.9.20-22；群馬．第54
回日本小児保健学会講演集．2007. p.324.

武村真治，曽根智史，加藤則子，水嶋春朔．諸外国の公

衆衛生専門医・専門家の養成システムの実態．第66回日

本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑

誌 2007；54（10 特別附録）：340.
加藤則子，須藤紀子．1 歳 6 ヶ月児及び 3 歳児健診問診

票における問題行動設問項目に関する全国調査結果．第

66回日本公衆衛生学会；2007.10.24-26；松山．日本公衆

衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：446.
瀧本秀美，福岡秀興，阿部史朗．母体血中ホモシステイ

ン値の変化と児体重への影響．第59回日本産科婦人科学

会総会・学術講演会；2007.04.14-17；京都．

吉池信男，林芙美，草間かおる，角倉知子，瀧本秀美．

「妊産婦のための食事バランスガイド」を用いた食事評価

の検討：（その 1 ）ＳＶと栄養素量の比較　第54回日本栄

養改善学会学術総会．2007.9.19-21，長崎．

草間かおる，林芙美，角倉知子，瀧本秀美，吉池信男．

「妊産婦のための食事バランスガイド」を用いた食事評価

の検討：（その 2 ）関連指標との比較第54回日本栄養改善

学会学術総会．2007.9.19-21，長崎．

瀧本秀美．妊娠期の低栄養の現状．第 5 回「栄養とエ

イジング」国際会議シンポジウム2007.10.31-11.1，東京．

その他学術報告（研究調査報告書含む）

佐藤加代子，中村千里，鈴村裕子，他平塚保健福祉事務

所地域生活対策推進協議会委員．飲食店等の健康づくりメ

ニュ－提供店ガイドブック．神奈川県平塚保健事務所・地

域食生活対策推進協議会．2007. p.1-33．

伊藤雅治他，市町村保健活動の再構築に関する検討会構

成員，曽根智史，竹村真治，鳩野洋子，佐藤加代子他専門

技術職員の分散配置における活動体制及び人材育成体制に

関する調査ワ－キンググループメンバー，市町村保健活動

の再構築に関する検討会報告書．2007. p.1-192.
佐藤加代子（製作指導），JFPA 食育推進研究会，すす

め！離乳食　ゴックン期，日本家族計画協会（株）：東京，

2007. p.1-8.
佐藤加代子（製作指導），JFPA 食育推進研究会，すす

め！離乳食　モグモグ期，日本家族計画協会（株）：東京，

2007. p.1-8.
佐藤加代子（製作指導），JFPA 食育推進研究会，すす

め！離乳食　カミカミ期，日本家族計画協会（株）：東京，

2007. p.1-8.
佐藤加代子（製作指導），JFPA 食育推進研究会，すす

め！離乳食　パクパク期，日本家族計画協会（株）：東京，

2007. p.1-8.
田中哲郎，主任研究者．発達障害者の病因論的考証及び

疫学調査等に基づく実態把握のための調査研究．厚生労働

科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業「発達障害者

の病因論的考証及び疫学調査等に基づく実態把握のための

調査研究」（主任研究者：田中哲郎）平成18年度総括・分

担研究報告書．2007. p.1-2.
吉池信男，瀧本秀美，草間かおる，林芙美，角倉知子．

「妊産婦のための食事バランスガイド」を用いた食事評価

と血清葉酸濃度との関連性について．厚生労働科学研究費

補助金子ども家庭総合研究事業「若い女性の食生活はこの

ままで良いのか？次世代の健康を考慮に入れた栄養学・予
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防医学的検討」平成18年度報告書．2007. p.49-61.
吉池信男，瀧本秀美，草間かおる，林芙美，角倉知子．

「妊産婦のための食事バランスガイド」を活用した妊産婦

に対する効果的な栄養教育介入方法の検討およびその評価

について．厚生労働科学研究費補助金子ども家庭総合研究

事業「若い女性の食生活はこのままで良いのか？次世代の

健康を考慮に入れた栄養学・予防医学的検討」平成18年

度報告書．2007. p.62-100.
佐藤加代子．企業の研究開発に携わる栄養士の活躍－企

業の栄養士に求められるもの－．栄養日本2007；50（1）：

31．

佐藤加代子，中村千里，鈴村裕子，他平塚保健福祉事務

所地域生活対策推進協議会委員．飲食店等の健康づくりメ

ニュ－提供店ガイドブック．神奈川県平塚保健事務所・地

域食生活対策推進協議会．2007. p.1-33．

伊藤雅治，他．市町村保健活動の再構築に関する検討会

構成員，曽根智史，武村真治，鳩野洋子，佐藤加代子，他

専門技術職員の分散配置における活動体制及び人材育成体

制に関する調査ワーキンググループメンバー．市町村保健

活動の再構築に関する検討会報告書．2007. p.1-192.
須藤紀子，吉池信男．トランスセオレティカルモデルに

基づいた運動指導が運動の実行・習慣維持に及ぼす効果に

関するメタ分析．厚生労働科学研究費補助金循環器疾患等

生活習慣病予防対策総合研究事業「生活習慣病予防のため

の効果的な栄養教育手法に関する研究」（主任研究者：山

本茂）平成18年度総括・分担研究報告書．2007.
須藤紀子，吉池信男．県型保健所栄養士における災害時

の栄養・食生活支援ネットワークの構築に関するニーズと

管内市町村における災害に対する準備状況．厚生労働科学

研究費補助金地域健康危機管理研究事業「自然災害発生後

の 2 次的健康被害発生防止及び有事における健康危機管

理の保健所等行政機関の役割に関する研究」（主任研究者：

大井田隆）平成18年度総括・分担研究報告書．2007. 
p.71-80.

須藤紀子．新任者の指導者をめぐる現状と課題．平成

18年度地域保健総合推進事業「指導者育成プログラムの

作成に関する検討会」報告書．2007. p.4-6.

Originals
Mito N, Takimoto H, Umegaki K, Ishiwaki A, Kusama K, 

Fukuoka H, Ohta S, Abe S, Yamawaki M, Ishida H, 
Yoshiike N. Folate intakes and folate biomarker profiles of 
pregnant Japanese women in the first trimester. Eur J Clin 
Nutr 2007；61（1） 83-90.

Tsukamoto H, Fukuoka H, Koyasu M, Takimoto H. Risk 
factors for small for gestational age. Pediatrics International 
2007；49（6）：985–990.

Takimoto H, Mito N, Umegaki K, Ishiwaki A, Kusama K, 
Abe S, et al．Relationship between dietary folate intakes, 
maternal plasma total homocysteine and B-vitamins during 
pregnancy and fetal growth in Japan. Eur J Nutr 2007；46

（5）：300-306.

Proceedings with abstracts
Takahashi Y, Yamagata S, Osaki K, Ooki S, Kato N, 

Nonaka K, Ando J. Genetic and environmental influences 
on sleeping behaviors of young children：time to fall 
asleep and sleeping regularity. In：The 12th International 
Congress on Twin Studies；2007；Ghent, Belgium. 

Sato K,  Kusama K,  Takimoto H,  Yokoyama T, 
Mizushima S. Training course for public health dietitian at 
the National Institute of Public Health, Japan. In：The 39th 
Conference of the Asia-Pacific Academic Consortium for 
Public Health；2007. Nov；Sakado, Saitama. Abstract 
book. 2007. p.222-3.

Kato N, Takimoto H, Sato K, Sudo N. Ｂ Ｍ Ｉ for age 
references for Japanese children based on the 2000 growth 
surbey. In：The 39th Conference of the Asia-Pacific 
Academic Consortium for Public Health；2007. Nov；

Sakado, Saitama. Abstract book. 2007. p.167.

福祉サービス部

Department of Health and Social Services

学術雑誌に発表した原著論文

宮野尚哉，筒井孝子．集団同期によるデータクラスタリ

ング．信学技報2007；148：31-35.
柳漢守，桐野匡史，金貞淑，尹靖水，筒井孝子，中嶋和

夫．韓国都市部における認知症高齢者の主介護者における

介護負担感と心理的虐待の関連性．日本保健科学学会誌 
2007；10（1）：15-22.

筒井孝子．介護保険制度下の要介護高齢者における認知

症の特徴．厚生の指標 2007；54（11）：23-30.
東野定律，大夛賀政昭，筒井孝子，桐野匡史，中嶋和

夫，筒井澄栄，小山秀夫．老親扶養義務感と介護継続意思

との関係．介護経営 2007；2（1）：2-11.

学術誌に発表した総説

筒井孝子．看護必要度の開発経緯と基本的な考え方．看

護 臨時増刊号2007；59（4）：12-19.
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著書

森川美絵．「義務としての自立の指導」と「権利として

の自立の支援」の狭間で―生活保護におけるストリート官

僚の裁量と構造的制約．三井さよ，鈴木智之，編．ケアと

サ ポ ー ト の 社 会 学． 東 京： 法 政 大 学 出 版 局；2007.
p.259-294.

嶋森好子，筒井孝子，編．マネジメントツールとしての

看護必要度―エビデンスに基づく看護配置―．東京：中山

書店；2007.
筒井孝子．サービスの評価と質の保証．仲村優一，一番

ケ瀬康子，右田紀久恵，監修，岡本民夫，田端光美，浜野

一郎，古川孝順，宮田和明，編集．社会福祉エンサイクロ

ペディア．東京：中央法規出版；2007：826-829.

抄録のある学会報告

東野定律，大夛賀政昭，筒井孝子．介護負担感を軽減す

るための福祉用具サービスとその効果に関する研究－認知

症高齢者を対象として－．第55回日本社会福祉学会全国

大会；2007.9.22-23；大阪．同報告要旨集．2007. p.270.
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microdissection of rat periodontal ligament for gene 
analysis. Biotechnic and Histochemistry 2007 82：

295-300.
Ono M, Nikaido T, Ikeda M, Imai S, Hanada N, Tagami J, 

Matin K. Surface properties of resin composite materials 
relative to biofilm formation. Dent Mater J 2007；26：

613-622.
Yoshihara A, Takano N, Hirotomi T, Ogawa H, Hanada 

N, Miyazaki H. Longitudinal relationship between root 
caries and serum albumin.J Dent Res 2007；86：

1115-1119.
Yoshihara A, Hirotomi T, Takano N, Kondo T, Hanada N, 

Miyazaki H. Serum markers of chronic dehydration are 
associated with saliva spinability. J Oral Rehabil 2007；

34：733-738.
Yoshihara A, Deguchi T, Hanada N, Miyazaki H. Renal 

function and periodontal disease in elderly Japanese. J 
Periodontol 2007；78：1241-1248.

Yoneda S, Imai S, Hanada N, Yamazaki T, Senpuku H, 
Ota Y, Uematsu H. Effects of oral care on development of 
oral mucositis and microorganisms in patients with 
esophageal cancer. Jpn J Infect Dis 2007；60：23-28.

Deguchi T, Yoshihara A, Hanada N, Miyazaki H. 
Relationship between mandibular inferior cortex and 
general bone metabolism in older adults.　Osteoporos Int 
2007；Epub ahead of print / Dec 15.

Reviews
Ando Y. Half century-trends in caries prevalence and 

tooth retention in Japan at a glance. Health Science and 
Health Care 2007；6：23-26.

Proceedings with abstracts
Arai C, Nakamura Y, Oikawa T, Noda T, Kogure K, 

Shimoda S, Kawasaki K, Nomura Y, Hanada N et al. 
Microarray analysis of the PDL during tooth movement in 
rat. In：The 55th Annual Meeting of Japanese Association 
for Dental Research；2007；Yokohama.

Yoshihara A, Deguchi T, Hanada N, Miyazaki H. Renal 
function and periodontal disease in elderly Japanese. In：

The IADR/AADR/CADR 85th General Session；March, 
2007；New Orleans, USA.

Nomura Y, Tamaki Y, Sato T, Hanada N, Kamoi K. 
Screening of the periodontal disease by salivary enzymes.
In：The IADR/AADR/CADR 85th General Session；

March, 2007；New Orleans, USA.
Mizuno K, Ikemi T, Monzawa K.,  Gotouda H., 

Kobayashi S, Nishiyama Y, Kantake I, Hanada N, 
Fukushima K. Convenient culture kit to estimate individual 

の存否に立脚したう蝕ハイリスク者選別システム；第56
回日本口腔衛生学会総会；2007.10.24-26；東京．口腔衛

生学会雑誌 2007；57：417．

星佳芳，山口一郎，安藤雄一，野村義明，磯野威，泉峰

子，藤井仁，内藤徹，内藤真理子，細井香，和田耕治，佐

藤敏彦． 厚生労働科学研究における保健医療福祉ガイド

ライン等の作成状況と情報公開手法．第66回日本公衆衛

生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 
2007；54（10 特別附録）：243．

その他学術報告書

安藤雄一，中垣晴男，宮崎秀夫，葭原明弘，荒川浩久，

飯島洋一，川崎浩二，井後純子，杉本智子，渡辺晃子，重

政昭彦，鳥山佳則，田口円裕．全国成人歯科保健調査報告

書．財団法人8020推進財団．2007．

飯嶋理，田村俊彦，中村宗達，安藤雄一．市町村レベル

で取組む歯周病対策事業の成果に関する調査研究（1）- 地

域歯科診断（住民アンケート調査）と事業企画 -．平成18
年度8020公募研究報告書 東京：8020推進財団；2007．

p.13-24.
若井健志，花田信弘，安藤雄一，川村孝，梅村長生，小

島正彰，内藤真理子，内藤徹．歯科医師における歯と全身

の健康，栄養との関連に関する縦断研究．厚生労働科学研

究費補助金医療技術評価総合研究事業「地域住民の口腔保

健と全身的な健康状態の関係についての総合研究」（主任

研究者：小林修平，H16－医療－020）平成18年度総括研

究報告書．2007．p.189-192.
安藤雄一，星佳芳．臨床研修指導カリキュラムに関する

研究．厚生労働科学研究費補助金医療技術評価総合研究事

業「新歯科医師臨床研修制度における研修歯科医師指導に

関する研究」（主任研究者：花田信弘，H18－医療－一般

－048）平成18年度総括研究報告書．2007．p.3-6.
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境中で検出される放射性医薬品の患者投与後からの経過時

間．日本保健物理学会第41回研究発表会；2007.6.14-15；

東京．同要旨集．p.100.
杉山英男，寺田宙，高橋光子，飯島育代，礒村公郎．

トータルダイエットスタディによる放射性核種摂取量評

価．第44回アイソトープ･放射線研究発表会；2007.7.4-6；

東京．同要旨集．p.144.
山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．都

市環境（清掃工場，下水処理場）中の放射能．第44回ア

イソトープ・放射線研究発表会；2007.7.4-6；東京．同要

旨集．p.157.
泉峰子，星佳芳，石川雅彦，大多賀政昭，熊川寿郎，杉

山英男，他．国立保健医療科学院「ガイド情報ライブラ

リー」におけるインターネット情報配信．第66回日本公

衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑

誌 2007；54（10 特別附録）：243.
杉山英男，高橋光子，寺田宙，前田千佳，加藤文男．食

用キノコにおけるセシウムの高濃縮性と局在性．第44回

全国衛生化学技術協議会年会；2007.11.15-16；三重．同

講演集．p.37-8.
杉山英男，高橋光子，寺田宙，前田千佳，加藤文男．キ

ノコ （Pleurotus ostreatus） による Cs の高濃縮性と局在性

に関する検討．日本薬学会第127年会；2007.3.28-30；富

山．同要旨集 2 ．2007. p.178.
桑原千雅子，前田千佳，箱崎麻美，山崎翠，杉山英男，

加藤文男．Streptomyces lividans TK24の K ＋輸送に関わ

る kcsA 破 壊 株 の 性 状． 日 本 薬 学 会 第127年 会；

2007.3.28-30；富山．同要旨集 2 ．2007. p.199.
前田千佳，田中美智子，安田純，桑原千雅子，杉山英

男，加藤文男．Streptomyces lividans TK24の K ＋輸送に

関わると推定される trkA の Cs 取込への関与．日本薬学

会第127年会；2007.3.28-30；富山．同要旨集 2 ．2007. 
p.199.

山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．都

市環境に排出される放射性医薬品のモニタリング．第44
回全国衛生化学技術協議会年会；2007.11.15-16；三重．

同講演集．p.199-200．

礒村公郎，飯島育代，寺田宙，高橋光子，杉山英男．

学術雑誌に発表した原著論文

藤田博子，池田浩丈，米倉明，遠藤治，鈴木元．陸上自

衛隊における分煙効果に関する研究－自衛隊関連施設での

ニコチンおよび多環芳香族炭化水素の測定．防衛衛生　

2007；54：123-132.
澤田聡，永谷信枝，赤津光広，多田博康，吉田秀樹，小

高喜久雄，山口一郎．移動型エックス線撮影装置の遠隔操

作 に 関 す る 必 要 性 の 検 討．INNERVISION 2007；22：

108-113.

学術誌に発表した総説

鈴木元．IAEA および NCRP 文書にみる放射線テロに

おける第一対応者のためのガイドライン．JAMMRA（放

射線事故医療研究会会報）　2007；16：4-7.
遠藤治，鈴木元，緒方裕光，後藤純雄．たばこ煙の有害

性と諸外国の動向．日本禁煙医師連盟通信　2007；16：

1-4.
永井良三，粟井一夫，家坂義人，石綿清雄，菊池透，櫻

田春水，庄田守男，宋寅傑，谷樹昌，西谷弘，平田恭信，

水谷宏，山口一郎，山下尋史，和泉徹，大江透，上松瀬勝

男，山口徹．循環器病の診断と治療に関するガイドライン

（2004-2005年度合同研究班報告）　ダイジェスト版　循環

器診療における放射線被ばくに関するガイドライン．

Journal of Cardiology　2007；50：477-503.
牛山明．低周波電磁界と健康－生物学的研究から－．保

健医療科学　2007；56（4）：351-356.

著書

杉山英男．放射性汚染物．一色賢司，熊谷進，藤井建

夫，米谷民雄，編．改訂 食中毒予防必携．東京：社団法

人日本食品衛生協会；2007．

牛山明．睡眠．渡邊昌，和田攻，監修．「病気予防」百

科．東京：日本医療企画；2007. p.1052-1053.

抄録のある学会報告

鈴木元．屋内ラドンの肺癌リスク．第20回公衆衛生情

報協議会；2007.2；高松．

山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．環

S.mutans and S.sobrinus levels. In：The IADR/AADR/
CADR 85th General Session；March, 2007；New Orleans, 
USA.

Naito H, Masuda H, Tachino A, Takagi K., Matsumoto Y, 
Ishihara Y, Kageyama K.,  Sasaki T, Sasaki M, Tsuge S, 
Okayama H, Nomura Y, Hanada N, Senpuku H. A simple 
and quick detection system for PAc-specific salivary IgA. 
In：The IADR/AADR/CADR 85th General Session；

March, 2007；New Orleans, USA.
Tachino A, Takagi K, Matsumoto Y, Naito H, Masuda H, 

Ishihara H, Kageyama K, Sasaki K, Sasaki M, Tsuge S, 
Nomura Y, Hanada N. Evaluation of salivary streptococcus 
mutans test with primary school children. In：The IADR/
AADR/CADR 85th General Session；March, 2007；New 
Orleans, USA.

2 87



174

トータルダイエットスタディによる放射性核種の摂取量調

査・ 評 価． 第44回 全 国 衛 生 化 学 技 術 協 議 会 年 会；

2007.11.15-16；三重．同講演集．p.35-6．

桑原千雅子，長谷川一夫，渡辺貞夫，飯島育代，杉山英

男，加藤文男．ICP-MS 等による金属元素分析時における

技 術 的 課 題． 第44回 全 国 衛 生 化 学 技 術 協 議 会 年 会；

2007.11.15-16；三重．同講演集．p.161-2．

松本真理子，杉田和俊，中島大介，後藤純雄，小谷野道

子，遠藤治，鈴木元．喫煙装置を用いて捕集されたたばこ

煙中の水分分析．平成19年度室内環境学会総会・研究発

表会；2007；仙台．（室内環境学会誌） p.74-75.
杉田和俊，小谷野道子，松本真理子，中島大介，後藤純

雄，緒方裕光，遠藤治，鈴木元．喫煙装置を用いて捕集さ

れたたばこ煙中多環芳香族炭化水素の分析．平成19年度

室内環境学会総会・研究発表会；2007；仙台．（室内環境

学会誌） p.86-87.
坂下惠治，松岡哲也，山口一郎，諸澄邦彦，長谷川隆

幸，横田順一朗．救急処置室における X 線設備に関する

検 討． 第10回 日 本 臨 床 救 急 医 学 会 総 会・ 学 術 集 会；

2007.5.17-18：兵庫．日本臨床救急医学会雑誌 2007；

10：p.278.
山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男．環境中で検出

される放射性医薬品の患者投与後からの経過時間．日本保

健物理学会第41回研究発表会；2007.6.14-5：東京．同要

旨集．p.100.
山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．都

市環境（清掃工場，下水処理場）中の放射能．第44回ア

イソトープ・放射線研究発表会；2007.7.4-6：東京．同要

旨集．p.157.
泉峰子，星佳芳，石川雅彦，大夛賀政昭，熊川寿郎，杉

山英男，武村真治，橘とも子，筒井孝子，土井徹，土井由

利子，中板育美，西村秋生，東野定律，平野かよ子，藤井

仁，藤原真一郎，水嶋春朔，山口一郎，林謙治．国立保健

医療科学院「ガイド情報ライブラリー」におけるインター

ネ ッ ト 情 報 配 信． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26：松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：243.

星佳芳，山口一郎，安藤雄一，野村義明，磯野威，泉峰

子，藤井仁，内藤徹，内藤真理子，細井香，和田耕治，佐

藤敏彦．厚生労働科学研究における保健医療福祉ガイドラ

イン等の作成状況と情報公開手法．第66回日本公衆衛生

学 会 総 会；2007.10.24-26： 松 山． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 
2007；54（10 特別附録）：243.

山口一郎．コーンビーム X 線 CT 検査における患者の

線 量 推 計． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；2007.10. 
24-26：松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：

650.
山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．都

市環境に放出される放射性医薬品のモニタリング．第44
回全国衛生化学技術協議会年会；2007.11.15-16：三重．

同講演集．2007；199．

山口一郎，藤淵俊王，田中真司，渡辺浩，池田昌隆．医

療用電子線形加速器の運転に伴う放射化物生成．日本放射

線安全管理学会第 6 回学術大会；2007.12.5-7：仙台．同

講演要旨集．2007；72.
山口一郎．ヒトに放射性標識化合物を投与する試験での

放射線防護に関する規制整備の現状と課題．APDD（医薬

品開発支援機構）キックオフシンポジウム「マイクロドー

ズ（MD）試験，探索的臨床試験による医薬品開発の促進

をめざして」；2007.2.15-16；東京．同シンポジウム抄録

集．p.80.
藤淵俊王，加藤英幸，山口一郎，田中真司，渡辺浩．医

用小型サイクロトロンの運転に伴う放射化物生成．日本放

射線安全管理学会第 6 回学術大会；2007.12.5-7：仙台．

同講演要旨集．2007；75.
澤田英希，藤井伸哉，牛山明，安村和彦，谷下一夫．血

管新生を伴う腫瘍成長の時空間的評価．日本バイオレオロ

ジー学会，2007.6.14-15，札幌．同要旨集，p.38.
牛山明，増田宏，笽島茂，大久保千代次，他．携帯電話

基地局からの電波と健康症状等の関連に関するヒトボラン

ティア研究．第44回全国衛生化学技術協議会年次総会．

2007.11.14-15，津．同要旨集，p.197-198.
山口一郎．ヒトに放射性標識化合物を投与する試験での

放射線防護に関する規制整備の現状と課題．APDD（医薬

品開発支援機構）キックオフシンポジウム「マイクロドー

ズ（MD）試験，探索的臨床試験による医薬品開発の促進

をめざして」；2007.2.15-16；東京．同シンポジウム抄録

集．p.80.

学術報告（研究調査報告書含む）

鈴木元，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金　平成

18年度厚生労働科学特別研究事業「屋内ラドンの肺癌リ

スク研究の現状評価と課題」に関する研究（H18－特別－

指定－044）研究報告書．2007.
鈴木元，主任研究者　文部科学省科学研究費補助金　基

盤研究（C）「凍結血清，ゲノム遺伝子を用いた萎縮性胃

炎 お よ び 胃 癌 に 関 す る 症 例 対 象 研 究 」（ 課 題 番 号

17590695）平成17年度～平成18年度研究成果報告書．

2007.
鈴木元．諸外国の被験者保護に係わる法状況：ヒトゲノ

ム・遺伝子解析研究に関する研究．厚生労働科学研究費補

助金　平成18年度厚生労働科学特別研究事業「倫理指針

の運用及び遵守状況の調査（主任研究者：土井徹．課題番

号：H18－特別－指定－002）平成18年度　総括・分担研

究報告書．2007.　
鈴木元，緒方裕光．TobLabNet ラウンドロビン研究　

―タール，ニコチン，一酸化炭素測定結果－．厚生労働科

学研究費補助金　第 3 次対がん総合戦略研究事業「タバ

コ規制枠組み条約に基づく有害化学物質等の新しい国際標

準化試験法に関する研究」（主任研究者：遠藤治．課題番
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柳宇．エアフィルタによる浮遊微生物粒子の捕集性能の

評価について．室内環境　2007；10（1）：23-32.
柳宇．カビの測定における PDA・DG18・M40Y 培地

の比較．クリーンテクノロジー　2007；17（11）：31-33.
柳宇．病院環境における微生物汚染の対策．空気清浄　

2007；45（4）：32-39.
柳宇．建築環境とカビ発生．ビルと環境　2007；119：

22-25.
阪東美智子．ホームレス等住宅困窮者に対する住宅問題

と 住 宅 扶 助 の あ り 方． 季 刊 Shelter-less 2007；32
（Summer）：183-194.

著書

柳宇．室内微生物汚染－ダニ・カビ完全対策．井上書

院；2007. p.14-23,119-125．

柳宇．ICUS REPORT 2006-08，第11回 ICUS オープン

レクチャー「建築物衛生の危機管理のあり方」，65-101，

東京：大学生産技術研究所；2007.
駒井洋監修・田巻松雄，青木秀男，岡本祥浩，黒川渡，

佐々木一隆，阪東美智子，廣重準四郎，穂坂光彦，マ

シュー・マール監訳，世界ホームレス百科事典．東京：明

石書店；2007.
阪東美智子．ホームレスの人々に対する居住支援･住居

保障．福原宏幸編著．シリーズ・新しい社会政策の課題と

挑戦　第 1 巻　社会的排除／包摂と社会政策．京都：法

律文化社；2007. p.177-199.

抄録のある学会発表

入江建久，鈴木晃，飯野由香利．「越冬入院」の居住環

境の解明と対策に関する研究．2007年度日本建築学会大

会；2007.8.29-31；福岡．日本建築学会学術講演梗概集

（建築経済・住宅問題）．2007．p.1387-1388.
入江建久，鈴木晃，飯野由香利，工藤恵子．「越冬入院」

の 実 態 と そ の 背 景． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：484.

鈴木晃，阪東美智子．住宅改修によって改善しようとす

る生活動作－「理由書」標準様式による記載事例の分析．

第66回日本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日

本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特別附録）：532.
柳宇．今後の建築物の維持管理のあり方に関する課題等

に関する研究報告．第34回建築物環境衛生管理全国大会；

2007．同抄録集．2007．p.100-103．

清水晋，山崎省二，狩野文雄，柳宇，高鳥浩介，一条和

夫，加藤卓，金子洋一，佐藤博，岡本正広，大野幸夫，横

山咲子，吉田正広，大廻和彦．微生物を中心とした空調シ

ステム汚染の実態調査．第34回建築物環境衛生管理全国

大会；2007．同抄録集．2007．p.30-31．

柳宇，池田耕一，鍵直樹，山田花菜．空中浮遊微生物粒

子の測定における瞬間微生物検知器の適用に関する研究

（その 2 ）病院環境でのリアルタイム測定．第25回空気清

浄とコンタミネーションコントロール研究大会；2007.04．

同予稿集．p.65-67．

清水晋，山崎省二，狩野文雄，柳宇，高鳥浩介，一条和

夫，加藤卓，金子洋一，佐藤博，岡本正広，大野幸夫，横

山咲子，吉田正広，大廻和彦．微生物を中心とした空調シ

ステム汚染の実態調査．第25回空気清浄とコンタミネー

シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 研 究 大 会；2007.04． 同 予 稿 集．

p.68-70．

山崎省二，柳宇，高鳥浩介，狩野文雄，横地明，篠原克

明，青山敏信，池田耕一，木ノ本雅通，三上荘介．クリー

ンルームの微生物汚染評価．第25回空気清浄とコンタミ

ネーションコントロール研究大会；2007.04．同予稿集．

p.75-78．

根本智之，鍵直樹，柳宇，西村直也，小山博己，横山辰

巳，斉藤敬子，鎌倉良太：粉じん計による室内浮遊粉じん

の実態調査．第25回空気清浄とコンタミネーションコン

トロール研究大会；2007.04．同予稿集．p.119-121．
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根本摩耶，西村直也，根本智之，永吉敬行，池田耕一，

柳宇，鍵直樹，山田花菜，斉藤敬子，鎌倉良太．病院にお

ける空気環境調査（1）浮遊粒子状物質の実態調査．第25
回空気清浄とコンタミネーションコントロール研究大会；

2007.04．同予稿集．p.190-192．

永吉敬行，西村直也，根本智之，根本摩耶，池田耕一，

柳宇，鍵直樹，山田花菜，斉藤敬子，鎌倉良太．病院にお

ける空気環境調査（2）ガス状物質の実態調査．第25回空

気清浄とコンタミネーションコントロール研究大会；

2007.04．同予稿集．p.193-195．

鍵直樹，池田耕一，柳宇．実建物の空調機エアフィルタ

からの VOC 発生調査．第25回空気清浄とコンタミネー

シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 研 究 大 会；2007.04． 同 予 稿 集．

p.253-255．

柳宇，池田耕一，鍵直樹，西村直也，小畑美知夫，斉藤

敬子，鎌倉良太，吉野博，相澤好治．病院待合室における

浮遊微生物汚染の実態調査．第16回日本臨床環境医学会

総会；2007.07．同抄録集．p.41．

池田耕一，柳宇，鍵直樹，西村直也，小畑美知夫，斉藤

敬子，鎌倉良太，吉野博，相澤好治．建築物衛生法に基づ

く夏期病院の室内環境の実態調査．第16回日本臨床環境

医学会総会；2007.07．同抄録集．p.39．

池田耕一，柳宇．建築物衛生における健康危機管理のあ

り方に関する研究．日本学術会議安全工学シンポジウム

2007；2007.07．同講演予稿集．p.61-64．

柳宇，鍵直樹，堀越玲子，池田耕一．空中浮遊微生物粒

子の測定における瞬間微生物検知器の適用に関する研究－

居住環境でのリアルタイム測定．第24回エアロゾル科学・

技術研究討論会；2007.08．同講演論文集．p.3-4．

吉澤晋，菅原文子，柳宇，池田耕一．浮遊菌サンプラー

による測定値の変動の原因について．第24回エアロゾル

科学・技術研究討論会；2007.08．同講演論文集，p.9-10．

阿部恵子，奥田舜治，川上裕司，須山祐之，柳宇．空気

清浄機による空中微生物汚染対策効果の評価法とその結

果．第24回エアロゾル科学・技術研究討論会；2007.08．

同講演論文集．p.11-12．

根本智之，鍵直樹，柳宇，西村直也，鎌倉良太，上野裕

司，齋藤敬子，斉藤秀樹，小山博巳，住田文雄．事務所ビ

ル内における超微粒子分布の調査．第24回エアロゾル科

学・技術研究討論会；2007.08．同講演論文集．p.13-14．

鎌倉良太，上野裕司，齋藤敬子，斉藤秀樹，鍵直樹，柳

宇，西村直也，根本智之，小山博巳，住田文雄．建築物内

における浮遊粉じん量測定器の特性について．第24回エ

アロゾル科学・技術研究討論会；2007.08．同講演論文集．

p.27-28．

永吉敬行，根本智之，根本摩耶，西村直也，池田耕一，

柳宇，鍵直樹．医療施設における室内空気環境調査，第

24回エアロゾル科学・技術研究討論会；2007.08．同講演

論文集．p.159-160．

池田耕一，鍵直樹，柳宇，長谷川あゆみ，竹田菊男．室

内空気の DNPH カートリッジ毎による測定精度比較．日

本建築学会大会学術講演会；2007.8.29-31；福岡．同梗概

集．2007．p.869-870．

西村直也，永吉敬行，根本智之，西村直也，池田耕一，

柳宇，鍵直樹．病院における室内空気質の調査，その 1
調査概要と粒子状汚染物質．日本建築学会大会学術講演

会；2007.8.29-31；福岡．同梗概集；2007．p.879-880．

永吉敬行，根本智之，池田耕一，柳宇，鍵直樹．病院に

おける室内空気質の調査，その 2 アンケート結果とガス

状 物 質 の 調 査． 日 本 建 築 学 会 大 会 学 術 講 演 会；

2007.8.29-31；福岡．同梗概集；2007．p.879-880．

柳宇，池田耕一，阿部恵子：空中浮遊微生物粒子の測定

における瞬間微生物検知器の適用に関する研究，第 3 報

生物粒子と非生物粒子に対する応答特性，日本建築学会大

会学術講演会；2007.8.29-31；福岡．同梗概集；2007．

p.905-906．

根本智之，鍵直樹，柳宇，西村直也．事務所室内におけ

る浮遊微粒子濃度の調査，その 1 質量濃度と個数濃度の

関 係 性 の 検 証． 日 本 建 築 学 会 大 会 学 術 講 演 会；

2007.8.29-31；福岡．同梗概集；2007．p.915-916．

鍵直樹，柳宇，西村直也，根本智之．事務所室内におけ

る浮遊微粒子濃度の調査，その 2 粒径分布と PM2.5濃度

の特性．日本建築学会大会学術講演会；2007.8.29-31；福

岡．同梗概集；2007．p.917-918．

成旻起，加藤信介，阿久津太一，井田寛，浅井万里成，

柳宇：室内気流特性に基づいた室内上部 UVGI の殺菌効

果 に 関 す る 考 察， 日 本 建 築 学 会 大 会 学 術 講 演 会；

2007.8.29-31；福岡．同梗概集；2007．p.993-994．

池田耕一，柳宇，鍵直樹，西村直也，吉野博，小畑美知

夫，齋藤秀樹，齋藤敬子，鎌倉良太．夏期病院施設におけ

る建築物衛生法による空気環境法定測定．平成19年度空

気調和・衛生工学会大会；2007.9.12-14；仙台．同講演論

文集．p.1323-1326．

鍵直樹，柳宇，池田耕一，西村直也，齋藤秀樹，齋藤敬

子，鎌倉良太．事務所ビルにおける浮遊粒子状物質の粒径

分布とエアフィルタによる除去効果．平成19年度空気調

和・衛生工学会大会；2007.9.12-14；仙台．同講演論文集．

p.1327-1330．

古橋拓也，柳宇，竹内史朗，鍵直樹，打田昌樹．ハンド

ドライヤー使用時における飛散菌とエアロゾルの挙動．平

成19年度空気調和・衛生工学会大会；2007.9.12-14；仙台．

同講演論文集．p.1335-1338．

柳宇，池田耕一，鍵直樹，西村直也，吉野博，小畑美知

夫，齋藤秀樹，齋藤敬子，鎌倉良太．9 病院の待合室にお

ける微生物汚染の実態調査．平成19年度空気調和・衛生

工 学 会 大 会；2007.9.12-14； 仙 台． 同 講 演 論 文 集．

p.1371-1374．

鍵直樹，柳宇，西村直也，齋藤秀樹，齋藤敬子，鎌倉良

太．事務所ビルにおける化学物質の実態調査及びその特

徴．平成19年度室内環境学会総会；2007.12.1-2；仙台．
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同講演要旨集．p.158-159．

柳宇，鍵直樹，堀越玲子，池田耕一．居住環境における

空中浮遊微生物粒子の対策に関する研究．平成19年度室

内環境学会総会；2007.12.1-2；仙台．同講演要旨集．

p.192-193．

柳宇．病院施設と微生物．平成19年度室内環境学会総

会自由集会；2007.12.1-2；仙台．同講演要旨集．p.9-12．

鈴木晃，児玉善郎，上村智子，糟谷佐紀，蓑輪裕子，阪

東美智子，室崎千重，神吉優美，岡部真智子，野口祐子，

橋本彼路子．「理由書」標準様式を活用した住宅改修評価

システム－保険者による事前申請時の評価を中心に．平成

18年度日本建築学会建築計画委員会在宅ケア環境小委員

会 研 究 会「 住 宅 改 修 の 評 価 シ ス テ ム の あ り 方 」；

2007.2.23；東京．同資料集；2007．p.1-8.
阪東美智子，鈴木晃．地域包括支援センターにおける住

宅改修の取組み状況とセンターの機能・役割　日本福祉の

まちづくり学会　第10回全国大会；2007.8.21-22；朝霞．

同梗概集．p.31-34.
阪東美智子，鈴木晃．ケアマネジャーに対する住宅改修

プランニングの支援のあり方―北海道市町村における住宅

改修支援の状況ならびに住宅改善支援チームの活動内容

―．第22回リハ工学カンファレンス；2007.8.23-25；名古

屋．同講演論文集．p.237-238.
阪東美智子，鈴木晃．「理由書」標準様式の普及活用の

動向と住宅改修評価への活用の可能性の検討．第66回日

本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌 2007；54（10 特別附録）：533.
阪東美智子．日本におけるホームレスと（低所得者）住

宅 政 策． 社 会 政 策 学 会2007年 度 第115回 大 会；

2007.10.13-14；京都．（テーマ別分科会第3：社会的困難

を抱える人々と社会政策―日本における社会的包摂の可能

性―）

阪東美智子．住宅と福祉の連携を考える．都市住宅学会

大会（関東）第15回学術講演会；2007.12.2；東京．（ワー

クショップ「住宅と福祉の連携を考える」）

諏訪好英，田村一，平敏和，鍵直樹，藤井修二．帯電プ

レート表面への凝縮性有機物質イオン吸着現象のモデル化

（第二報）．第25回空気清浄とコンタミネーションコント

ロール研究大会；2007.4；東京．同予稿集．p.7-9．

その他学術報告（研究調査報告書含む）

柳宇．建築物内における生物化学物テロの対策に関する

研究．厚生労働科学研究費補助金地域健康危機管理研究事

業「建築物衛生における健康危機管理のあり方に関する研

究 」（H17－ 健 康 －019） 平 成18年 度 報 告 書．2007.03.
p.13-23．

柳宇．厚生労働科学研究費補助金地域健康危機管理研究

事業「建築物の衛生的環境の維持管理に関する研究」．平

成18年度報告書．2007.03．p.35-57．

池田耕一，鍵直樹，柳宇．厚生労働科学研究費補助金地

域健康危機管理研究事業「シックハウス症候群の診断・治

療法及び具体的対応方策に関する研究」．平成18年度報告

書．2007.03．p.39-46．

阿部恵子，須山祐之，川上裕司，柳宇，奥田舜二，大塚

哲郎．微生物ワーキンググループ活動速報－微生物散布と

空気清浄機除菌性能評価の予備試験．室内環境2007；10
（1）：69-73．

阿部恵子，須山祐之，川上裕司，柳宇，奥田舜二，大塚

哲郎．微生物ワーキンググループ活動速報（2）－空気清

浄機による空中浮遊カビ胞子（生菌）の除去性能の評価

例．室内環境 2007.12；10（2）：163-166．

阪東美智子，主任研究者．科学研究費補助金「生活保護

被保護世帯･低所得世帯の住宅状況と居住水準に関する研

究」〈課題番号17500528〉　平成17 ～平成18年度報告書．

2007.3.
鈴木晃，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金長寿科

学総合研究事業「『理由書』標準様式を活用した住宅改修

評価システムの構築に関する研究」（H18－長寿－一般－

010）平成18年度総括研究報告書．2007．

鈴木晃，阪東美智子．住宅改修評価システム構築の方法

としての「理由書」標準様式の活用試論．厚生労働科学研

究費補助金長寿科学総合研究事業「『理由書』標準様式を

活用した住宅改修評価システムの構築に関する研究」（主

任研究者：鈴木晃．H18－長寿－一般－010）平成18年度

研究報告書．2007．p.13-26.
鈴木晃．佐倉市における「理由書」標準様式を活用した

保険者による事前評価例の検討．厚生労働科学研究費補助

金長寿科学総合研究事業「『理由書』標準様式を活用した

住宅改修評価システムの構築に関する研究」（主任研究者：

鈴木晃，H18－長寿－一般－010）平成18年度研究報告書．

2007．p.37-44.
阪東美智子．住宅改修アドバイザー制度の動向と「評

価」による支援の可能性．厚生労働科学研究費補助金長寿

科学総合研究事業「『理由書』標準様式を活用した住宅改

修評価システムの構築に関する研究」（主任研究者：鈴木

晃．Ｈ18－長寿－一般－010）平成18年度研究報告書．

2007．p.53-65.
阪東美智子，鈴木晃．地域包括支援センターにおける住

宅改修評価の可能性の検討．厚生労働科学研究費補助金長

寿科学総合研究事業「『理由書』標準様式を活用した住宅

改修評価システムの構築に関する研究」（主任研究者：鈴

木晃，Ｈ18－長寿－一般－010）平成18年度研究報告書．

2007．p.77-88.
阪東美智子．中間施設の実態と評価．虹の連合，大阪就

労福祉居住問題調査研究会編．2006-2007 もう一つの全国

ホームレス調査　ホームレス「自立支援法」中間年見直し

をきっかけに．2007．p.13-16.
阪東美智子．地域生活を支える住宅および居住の現状．

虹 の 連 合， 大 阪 就 労 福 祉 居 住 問 題 調 査 研 究 会 編．

2006-2007 もう一つの全国ホームレス調査　ホームレス

2 87



181

Originals
Kagi N, Fujii S, Horiba Y, Namiki N, Ohtani Y, Emi H, 

Tamura H, Kim YS. Indoor air quality for chemical and 
ultrafine particle contaminants from printers. Building and 
Environment 2007；42（5）：1949-54.

Namiki N, Komatsu A, Watanabe K, Kagi N. Surface 
Corrosion of HDD media and subsidiary particle formation 
due to SO2 gas adsorption. Journal of the Institute of 
Environmental Sciences and Technology 2007；2：38-51.

Proceedings with abstracts
Yanagi U, Ikeda K, Kagi N. Application of the IMD in 

measurement of airborne microbial particles. In：The 6th 
International Conference on Indoor Air Quality, Ventilation 
& Energy Conservation in Buildings；2007；Sendai. 
Proceeding of IAQVEC. 2007. I-515-8.

Kagi N, Ikeda K, Yanagi U. Emission of volatile organic 
compounds from air filter. In：The 6th International 
Conference on Indoor Air Quality, Ventilation & Energy 
Conservation in Buildings；2007；Sendai. Proceeding of 

IAQVEC. 2007. Ⅱ-157-60.
Hasegawa A , Fujii T, Takeda K, Nishimura N, Ikeda K, 

Kagi N, Fujii S, Myojo T, Takayanagi T. Characterization 
of tobacco odor in smoking environment. In：The 6th 
International Conference on Indoor Air Quality, Ventilation 
& Energy Conservation in Buildings；2007；Sendai. 
Proceeding of IAQVEC. 2007. Ⅱ-387-92.

Ikeda K, Kagi N, Yanagi U, Hasegawa A, Takeda K. 
Survey on the accuracy of indoor air quality analytical 
methods using DNPH cartridge. In：The 6th International 
Conference on Indoor Air Quality, Ventilation & Energy 
Conservation in Buildings；2007；Sendai. Proceeding of 
IAQVEC. 2007. Ⅱ-401-6.

Suwa Y, Tamura H, Taira T, Kagi N, Fujii S. Adsorption 
model of condensed organic compound on the substrate 
faced to the corona discharge type air ionizer. In：The 6th 
International Conference on Indoor Air Quality, Ventilation 
& Energy Conservation in Buildings；2007；Sendai. 
Proceeding of IAQVEC. 2007. Ⅲ-241-6.

水道工学部

Department of Water Supply Engineering

学術雑誌に発表した原著論文

鴨志田公洋，小坂浩司，浅見真理，相澤貴子．塩素処理

における有機りん系農薬の類型別反応性とオキソン体への

変換について．水環境学会誌　2007；30（3）：145-154．

浦瀬太郎，呉熙卿，香川千絵，島﨑大，国包章一．状活

性炭による医薬品類の除去特性．用水と廃水　2007；49
（4）：61-67．

小坂浩司，浅見真理，松岡雪子，鴨志田公洋，国包章

一．利根川流域の浄水場における過塩素酸イオンの実態調

査．水環境学会誌　2007；30（7）：361-367.
小坂浩司，中島典之，国包章一．浄水処理工程における

フタル酸ジ -2- エチルヘキシルの挙動．土木学会論文集 G
　2007；63（4）：255-262．

浅見真理，小坂浩司，松岡雪子，鴨志田公洋．IC/MS/
MS 法を用いた環境水及び水道水中のハロゲン酸分析法と

過塩素酸の検出．環境化学　2007；17（3）：363-375.

学術雑誌に発表した総説

鴨志田公洋，小坂浩司，浅見真理，相澤貴子．塩素処理

における有機りん系農薬の類型別反応性とオキソン体への

変換について．水環境学会誌　2007；30（3）：145-154．

島﨑大，西村哲治，国包章一．水道水源等の医薬品によ

る汚染とその制御．かんきょう　2007；32（1）：26-27.
秋葉道宏．上下水道システムに対する地震リスクとその

対策．保健医療科学　2007；56（1）：9-15.
山田俊郎，秋葉道宏．最近10年間の水を介した健康被

害事例．保健医療科学　2007；56（1）：16-23.
立川裕隆，国包章一．日米水道水質管理及び下水道技術

に関する政府間会議報告．水道協会雑誌　2007；76（8）：

53-78.
島﨑大，西村哲治，国包章一．水道水源等の医薬品によ

る汚染とその制御．かんきょう　2007；32（1）：26-27.
秋葉道宏．上下水道システムに対する地震リスクとその

対策．保健医療科学　2007；56（1）：9-15．

山田俊郎，秋葉道宏．最近10年間の水を介した健康被

害事例．保健医療科学　2007；56（1）：16-23.
秋葉道宏．水道における災害対策．水環境学会誌　

2007；30（5）：18-21.

著書

秋葉道宏，新水道水質基準は TOC を採用（1）．医療用

水の確保を（2）．土木学会環境工学委員会編（編集幹事）．

自然・社会と対話する環境工学．東京：土木学会；2007.
p.51-53（1）. p.108-111（2）.

秋葉道宏．医療用水の確保を．土木学会環境工学委員会

編．自然・社会と対話する環境工学（一部分担執筆）．東

京：土木学会；2007. p.108-111.
島﨑大．持続可能な水供給システム研究会，編．水供給 

「自立支援法」中間年見直しをきっかけに．2007．p.23-24.
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―これからの50年―（一部分担執筆）．東京：技報堂出版；

2007. p.145-163, 166-170.
浅見真理．幼保施設における水の衛生．幼保施設危機管

理研究会．幼保施設等安全・安心ハンドブック．東京：

ぎょうせい；2007.

抄録のある学会報告

島﨑大，国包章一．水道水源等における医薬品による汚

染実態調査．第41回日本水環境学会年会講演集；2007，

595.
呉熙卿，浦瀬太郎，島﨑大，国包章一．Effect of PAC 

dose and natural organic matteronpharmaceuticals 
adsorption．第41回日本水環境学会年会講演集；2007，

453.
小坂浩司，浅見真理，松岡雪子，鴨志田公洋，国包章

一．利根川流域の水道における過塩素酸イオンの実態調

査．第41回日本水環境学会年会講演集；2007，458.
鴨志田公洋，小坂浩司，浅見真理，松岡雪子．イオン交

換カラムを用いた LC/MS による過塩素酸イオン測定法の

開発．第41回日本水環境学会年会；2007.3.15-17；大阪．

同講演集．p.645．

秋葉道宏，新水道水質基準は TOC を採用（1）．医療用

水の確保を（2）．土木学会環境工学委員会編（編集幹事）．

自然・社会と対話する環境工学．東京：土木学会；2007．

p.51-53（1）. p.108-111（2）. 
小坂浩司，浅見真理，仲里茂彦，二本木秀治，及川冨士

雄，松岡雪子，鴨志田公洋，国包章一．浄水プロセスおよ

び次亜塩素酸ナトリウム溶液中の過塩素酸イオンの実態調

査．第58回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．同

講演集．p.546-547.
西村和之，国包章一．流出クリプトスポリジウム・オー

シスト量算出のための予備的調査．第58回全国水道研究

発表会講演集；2007，606-607.
西澤博，金志勲，秋葉道宏，浅見真理，国包章一．利根

川水系におけるクリプトスポリジウムとジアルジア汚染の

実態調査．第58回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧

路．同講演集．p.610-611.
春日郁朗，島﨑大，国包章一．培養法と分子生物学的手

法による生物活性炭槽内の従属栄養細菌の評価．第58回

全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．同講演集．

p.614-615.
高井正子，島﨑大，国包章一．配水過程における微生物

再増殖に及ぼす残留塩素濃度の影響．第58回全国水道研

究発表会；2007.5.23-25；釧路．同講演集．p.616-617.
山田俊郎，秋葉道宏，浅見真理，島﨑大，国包章一．過

去10年間の飲料水に係る健康危機事例の分析．第58回全

国 水 道 研 究 発 表 会；2007.5.23-25； 釧 路． 同 講 演 集．

p.650-651.
横川宣弘，伊藤雅喜．膜ろ過に鉄系凝集剤を組み入れた

浄水処理システムに関する研究 － PAC，砂ろ過との比較

実験－．第58回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．

同講演集．p.180-181.
松田康孝，伊藤雅喜．ナノろ過膜ファウリングと前処理

（凝集沈澱・膜処理）および原水濃度との関係についての

研究．第58回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．

同講演集．p.206-207.
鹿島田浩二，松井佳彦，大野浩一，伊藤雅喜，高田武，

吉沢健一，三木一弥，青井健太郎，房岡良成，太田直輝．

NF 膜を用いた高度浄水処理についての研究（Ⅰ）．第58
回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．同講演集．

p.210-211.
五十嵐倫子，藤原正弘，近藤博幸，伊藤雅喜．水質に応

じた最適浄水処理システムの構築．第58回全国水道研究

発表会；2007.5.23-25；釧路．同講演集．p.286-287.
馬場崇，伊藤雅喜．流量・弁差圧の連続監視によるバネ

式逆止弁の以上検出手法の開発．第58回全国水道研究発

表会；2007.5.23-25；釧路．同講演集．p.474-475.
相澤貴子，鎌田素之，西村哲治，浅見真理，小坂浩司．

検出実態を反映した農薬監視体制の提案．第58回全国水

道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．同講演集．p.538-539.
石橋健二，東田恭明，藤田卓也，東出大輔，森元俊夫，

伊佐治知明，木村謙治，浅見真理，安藤正典．イオンクロ

マトグラフ法による塩素酸及び亜塩素酸の分析方法の検

討．第58回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧路．同

講演集．p.576-577.
宮田雅典，西村哲治，浅見真理，菊池修一，宇田川富

男，天羽孝志，渡部祐介，奥野雅司，橋渡健児，安恒実，

安藤正典．ハロ酢酸類 3 物質の LC － MS 法による分析方

法の検討．第58回全国水道研究発表会；2007.5.23-25；釧

路．同講演集．p.582-583.
山田俊郎，秋葉道宏，浅見真理，島﨑大，国包章一．最

近10年間の我が国における飲料水健康危機事例について．

第15回衛生工学シンポジウム；2007.11.8-9；札幌．第15
回衛生工学シンポジウム講演集．p.133-136.

山田俊郎，秋葉道宏，浅見真理，島﨑大，国包章一．我

が国における飲料水に係る健康危機事例について．第44
回環境工学研究フォーラム；2007.11.16-18；釧路．第44
回環境工学研究フォーラム発表論文集．p.134-136.

伊藤千春，小野哲夫，佐藤亜津子，清水寛子，野崎直

彦，三澤愛子，島﨑大，秋葉道宏，鳩野洋子，森川美絵．

医療機関従事者に対する医療廃棄物処理に関するアンケー

ト調査．第18回廃棄物学会研究発表会；2007.11.19-21；

つくば．同講演論文集，E3-6.
日根野谷充，木村哲朗，大野浩一，伊藤雅喜，松下拓，

松井佳彦．凝集沈澱・活性炭吸着による NF 濃縮水の処理．

第15回衛生工学シンポジウム；2007.11.8-9：札幌．同論

文集．p.171-174.
伊藤雅喜．高度処理としてのナノろ過膜の性能予測と導

入のための実証的研究．ニューメンブレンテクノロジーシ

ンポジウム2007；2007.12.6；東京．同講演集．p.S6-2-1 
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– S6-2-18.
浅見真理，小坂浩司．環境水，水道水中のイオン分析の

重要性．イオンクロマトグラフィー討論会．2007.12.
島﨑大．水道水源等における医薬品の存在状況と浄水処

理による制御．京都大学環境衛生工学研究会第29回シン

ポジウム；2007.7.19-20；京都．同講演論文集．p.9-12.
山本裕子，山田俊郎．海外における飲料水の汚染事例．

第15回衛生工学シンポジウム；2007.11.8-9；札幌．第15
回衛生工学シンポジウム講演集．p.121-124.

その他学術報告 （研究調査報告書含む）

国包章一，浅見真理，島﨑大，他．環境省地球環境保全

等試験研究費「水道水源等における生理活性物質の測定と

制御に関する研究」平成18年度環境保全成果集；2007.3.
国包章一，浅見真理，秋葉道宏：環境省地球環境保全等

試験研究費「公共用水域の人畜由来汚染による健康影響リ

スクの解明と規制影響分析に関する研究」平成18年度環

境保全成果集；2007.3.
国包章一，主任研究者．厚生労働科学研究費地域健康危

機管理研究事業「残留塩素に依存しない水道の水質管理手

法に関する研究」（H17－健康－025）．平成18年度総括・

分担研究報告書；2007.3.
秋葉道宏，国包章一，浅見真理，島﨑大，他．厚生労働

科学研究費地域健康危機管理研究事業「飲料水に係る健康

危機の適正管理手法の開発に関する研究」（主任研究者：

秋葉道宏．H18－健康－一般－006）．平成18年度総括・

分担研究報告書；2007.3.
秋葉道宏，主任研究者．厚生科学研究費補助金地域健康

危機管理研究事業「飲料水に係る健康危機の適正管理手法

の開発に関する研究」（H18－健危―一般―006）平成18
年度研究報告書；2007.3.

秋葉道宏，片山裕之，西澤博．利根川水系におけるクリ

プトスポリジウム及びジアルジア汚染の実態調査．厚生科

学研究費補助金新興・再興感染症研究事業「広域における

食品由来感染症を迅速に探知するために必要な情報に関す

る研究」（主任研究者：寺嶋淳．H18－新興－一般－016）

平成18年度研究報告書；2007.3.
安藤正典，秋葉道宏，西村哲治．一般有機物分科会報告

書．厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「最

新の科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研

究」 （主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成18
年度研究報告書；2007.3.

安藤正典，秋葉道宏，西村哲治．一般有機物分科会報告

書．厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「最

新の科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研

究」 （主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成16
～ 18年度研究報告書；2007.3.

小坂浩司，他．（独）新エネルギー・産業技術総合開発

機構「オゾン応用技術の安全管理に関する標準化調査事

業」（委託先：特定非営利活動法人日本オゾン協会）．平成

18年度成果報告書．2007.3．

小坂浩司．微量汚染物質のオゾンおよびヒドロキシルラ

ジカルとの反応速度定数の測定．オゾンニュース　2007；

62：3-6．

国包章一，西野二郎，他．水道水質管理分科会報告書．

厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業「最新の

科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研究」

（主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成18年度

総括・分担研究報告書．2007.3.
国包章一，西野二郎，他．水道水質管理分科会報告書．

厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業「最新の

科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研究」

（主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成16 ～

18年度総合研究報告書．2007.3.
伊藤雅喜，眞柄泰基，国包章一．無機物質分科会報告

書．厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「最

新の科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研

究」 （主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成18
年度研究報告書；2007.3.

伊藤雅喜，眞柄泰基，国包章一．無機物質分科会報告

書．厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「最

新の科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研

究」 （主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成16
～ 18年度研究報告書；2007.3.

安藤正典，秋葉道宏，西村哲治．一般有機物分科会報告

書．厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「最

新の科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研

究」 （主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成18
年度研究報告書；2007.3.

安藤正典，秋葉道宏，西村哲治．一般有機物分科会報告

書．厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 「最

新の科学的知見に基づく水質基準の見直し等に関する研

究」 （主任研究者：眞柄泰基．H16－健康－066）．平成16
～ 18年度研究報告書；2007.3.

秋葉道宏，片山裕之，西澤博．利根川水系におけるクリ

プトスポリジウム及びジアルジア汚染の実態調査．厚生科

学研究費補助金新興・再興感染症研究事業「広域における

食品由来感染症を迅速に探知するために必要な情報に関す

る研究」（主任研究者：寺嶋淳．H18－新興－一般－016）

平成18年度研究報告書；2007.3.
伊藤雅喜，林田武志，酒井一夫．逆流防止装置以異常検

出方法の開発と応用に関する研究．厚生労働科学研究費補

助金健康科学総合研究事業 「給水末端における水質および

給水装置・用具機能の異常監視と管理に関する研究」 （主

任研究者：中村文雄．H17－健康－024）．平成18年度研

究報告書；2007.3.
伊藤雅喜．建築物内給水システムにおける飲料水の安全

性確保に関する研究．厚生労働科学研究費補助金地域健康

危機管理研究事業 「建築物衛生における健康危機管理のあ

り方に関する研究」 （主任研究者：池田耕一．H17－健康
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－019）．平成18年度研究報告書；2007.3.
小坂浩司，他．（独）新エネルギー・産業技術総合開発

機構「オゾン応用技術の安全管理に関する標準化調査事

業」（委託先：特定非営利活動法人日本オゾン協会）．平成

18年度成果報告書．2007.3．

小坂浩司．微量汚染物質のオゾンおよびヒドロキシルラ

ジカルとの反応速度定数の測定．オゾンニュース　2007；

62：3-6．

大谷仁己，小坂浩司，浅見真理，冨岡淳．LC/MS によ

る河川水中過塩素酸イオンの分析．群馬県衛生環境研究所

年報39号．2007.12：41-45．

Originals
KasugaＩ,Shimazaki D,Kunikane S. Influence of 

backwashing on the microbial community in a biofilm 
developed on biological activated carbon used in a drinking 
water treatment plant. Water Science & Technology 2007；

55（8-9）：173-180.
Sasaki T, Hanamoto K, Ogura K, Oya M, Itoh M, 

Fujiwara M and Watanabe Y. Membrane-media active 
collaboration （M-MAC）：and alternative for solid-liquid 
separation in drinking water treatment. Journal of Water 
Supply：Research and technology-AQUA 2007, Vol.56 

（6-7）：p.357-363.
Kosaka K., Asami M., Matsuoka Y., Kamoshita M. and 

Kunikane S., Occurrence of perchlrorate in drinking water 
sources of metropolitan area in Japan. Water Research 
2007；41（15）：3474-3482．

Books
Thompson T, Fawell J, Kunikane S, et al. Chemical 

safety of drinking-water：Assessing priorities for risk 
management. Geneva：World Health Organization；2007.

Asami M. Disinfection by-products in water. In：edited 
by Magara Y, Eolss Publishers. Encyclopedia of life support 
systems （EOLSS）. Oxford ,UK：UNESCO；2007.

Proceedings with Abstracts
Kunikane S. Application of “Water Safety Plan” to 

drinking water quality management in Japan. In：7th Japan-
US Conference on Drinking Water Quality Management；
Jan. 2007；Okinawa. Proceedings. 2007.

Matsui Y, Itoh M, Oguch Y, Kondo T, Ohno K, Magara Y. 
Effect of aluminum and ferric coagulant residuals present 
after MF on NF membrane fouling. In：Membrane 
Technology Conference and Exposition, American Water 
Works Association；2007 Mar. 18-21；Tampa, USA. 
Proceedings. 2007.

Kosaka K, Asami M, Matsuoka Y, Kamoshita M, 
Kunikane S. Occurrence of perchlorate at water treatment 
plants of the Tone River Basin in Japan. In：233rd 
American Chemical Society （ACS） National Meeting；

2007 March 25-27；Chicago, Illinois. Proceedings. 2007. 
p.1348-1352.

Asami M, Itoh S. Occurrence and control of disinfection 

by-products in drinking water. In：7th Japan-US Conference 
on Drinking Water Quality Management；Jan. 2007；

Okinawa. Proceedings. 2007.
Oh H, Urase T, Simazaki D, Kunikane S, Yu M. Removal 

of carbamazepine, clofiblic acid and diclofenac using a unit 
modular PAC-MF system. In：Annular Conference of 
Korean Society on Water Quality；2007 April 20-21；

Korea.　 Proceedings. 2007.
Yamada T., Akiba M., Asami M., Shimazaki D, Kunikane 

S. Waterborne health hazard cases by drinking water in 
Japan. In：IWA 14th International Symposium on Health-
Related Water Microbiology；2007 Sep. 9-15；Tokyo. 
Proceedings. 2007. p.350.

Simazaki D, Takai M and Kunikane S. Effect of residual 
chlorine concentration and roughness of pipe wall surface 
on bacterial regrowth potential in the course of drinking 
water distribution. In：IWA 14th International Symposium 
on Health-Related Water Microbiology；2007 Sep. 9-15；

Tokyo. Proceedings. 2007. 
Simazaki D, Fujiwara J, Manabe S, Matsuda M, Asami 

M, Kunikane S. Removal of selected pharmaceuticals by 
chlorination, coagulation-sedimentation and powdered 
activated carbon treatment. In：2nd IWA Asia-Pacific 
Regional Group Conference & Exhibition （Aspire 2007）；

2007 Oct. 28- Nov.1,；Perth, Australia. Proceedings. 2007. 
Asami M, Kosaka K, Kunikane S. Bromate, chlorate, 

chlorite and perchlorate in sodium hypochlorite solution 
used for water supply. In：Asian Pacific Regional 
Exhibition, 2nd IWA Asia-Pacific Regional Group 
Cconference & Exhibition （Aspire 2007）；2007 Oct. 28- 
Nov.1,；Perth, Australia. Proceedings. 2007.

Asami M, Kunikane S. Regulatory Impact Analysis 
（RIA） - introduction of membrane filtration or UV 
irradiation into small water supply system against potential 
cryptosporidium contamination. In：Efficient Operation 
and Management, International Water Association；May 
2007；Jeju, Korea.

Kosaka K., Nakajima F. and Kunikane S. Mass flow of 
di-（2-ethylhexyl） phthalate in water treatment. In：5th 
IWA Specialized Conference on Assessment and Control of 
Micropollutants / Hazardous Substances in Water；2007 
June 17-20；Frankfurt/Main Germany. Proceedings. 2007. 
p.548.
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Akiba M, Yamada T. Accidental water resource 
pollutions and health hazard cases caused by drinking water 
in  Japan.  In：29th  In ternat ional  Symposium on 
Environmental Issues；2007 May；Gyeongsan, Korea. 
Proceedings 2007. pp.81-84.

Nyamragchaa C, Asami M Tomohiro M, Narantuya L. 

Drinking water safety and sanitation in relation to diarrheal 
diseases in peri-urban area of Mongolia．In：IWA 14th 
International Symposium on Health-Related Water 
Mic rob io logy；2007  Sep .  9 -15；Tokyo ,  Japan . 
Proceedings. 2007. p.142-144．

施設科学部

Department of Facility Sciences

学術雑誌に発表した原著論文

井上由起子，筧淳夫．治療－療養の場としての回復期リ

ハビリテーション病棟の建築環境に関する考察　回復期リ

ハビリテーション病棟のあり方に関する研究　その 2 ．

日本建築学会計画系論文集　2007；613：53-58.
鳥山亜紀，渡辺玲奈，中山茂樹，筧淳夫，山下哲郎．

「パーソナル看護拠点」およびその他の看護拠点の機能と

配置に関する研究　医療・患者情報の電子化と急性期病棟

計画の再検討　その 2 ．日本建築学会計画系論文集　

2007；625：527-533.
須田眞史，横井郁子，橋本美芽，三宅祥三，筧淳夫，井

上由起子．ベッドからの転落への物的対策の検討．病院管

理　2007；44（2）：41-53.
生田京子，井上由起子，小野幸子，坪井桂子．ユニット

型介護保険施設における看取りに関する研究．日本建築学

会計画系論文集　2007；622：49-56.
小林健一，宇田淳，山下哲郎．病院の地震対策に関する

実態調査について　－建築・設備関係を中心として－．日

本集団災害医学会誌　2007；12（2）：196-206.
長谷川崇，岩佐明彦，新海俊一，篠崎正彦，安武敦子，

小林健一，宮越敦史．応急仮設住宅における居住環境改変

とその支援　－「仮設カフェ」による実践的研究－．日本

建築学会計画系論文集　2007；622：9-16.

学術雑誌に発表した総説

筧淳夫．病院の物的環境と医療安全（転倒・転落防止対

策）．日本医師会雑誌　2007；135（12）：2509-2513.
筧淳夫．手術部の建築計画－感染防止の観点から－．第

22回日本環境感染学会総会；2007年 2 月；神奈川．第22
回日本環境感染学会総会特集号　2007；22：78.

筧淳夫．病院建築設備から見た結核の空気感染対策．病

院設備　2007；49（2）：36-37.
筧淳夫．書評　クリニックを具体化する過程で考えるべ

きことを整理（「クリニック時代のクリニック建築」：山下

哲郎著）．日本医事新報　2007；4335：35.
筧淳夫．病院環境の構築と維持・管理．ビルと環境　

2007；116：19-22.
筧淳夫．一目で分かる専門用語 院内感染管理分野．ビ

ルと環境　2007；116：38-39.
筧淳夫．肺結核患者を対象とした空気感染隔離．病院設

備　2007；49（4）：14-21.
筧淳夫．高齢者を対象とした医療施設の建築的課題．建

築設備と配管工事　2007；600：7-12.
筧淳夫．病院環境の管理－過去・現在・未来－．空気清

浄　2007；45（4）：3-8.
井上由起子．既存特養ホームにおけるユニットケア導入

のポイント．介護保険情報　2007；7：8-11.
石川誠，井上由起子，宮崎康久．座談会・回復期リハビ

リテーション病院のトイレ環境「もう一度ひとりで使いた

い」患者さんの願いを支えるトイレ －多様な身体状況を

ケアする現場から－．リハビリテーション　2007；6：

4-7.
井上由起子．高齢期における医療と地域コミュニティ．

病院　2007；10：833-837.
井上由起子．シンポジウムⅠ「“終の棲家はどこ？”」高

齢期の住まい― いえ から まち へ ―．日本在宅医学会大

会；2007.3； 札 幌． 日 本 在 宅 医 学 会 雑 誌　2007；9：

21-23.
小林健一．医療福祉用語の基礎知識（医療費適正化計

画，療養病床の再編成）．医療福祉建築　2007；155：36.
小林健一．「選択・集中」したのは，高度専門医療や充

実した急性期医療．新しい時代の地域中核病院が誕生．別

冊厚生サロン 2007；Ⅲ Summer：16-22.

著書

小林寛伊，大久保憲，木下佳子，諏訪部章，尾家重治，

筧淳夫，他．感染制御 Q&A．2007.p.96-97,100-103,161.
藤井賢一郎，井上由起子，三浦研，山口健太郎，石井

敏，小山剛，他編．いえとまちに住まう，サテライト型特

別養護老人ホームの特徴と考え方．平成19年度版　地域

密着型サービスマニュアル．東京：日本厚生協会出版部；

2007. p.103-120,139-162.
長澤泰，石井敏，井上由起子，菅野正広．第 2 章　ユ

ニットケアをめぐる現状とこれから．事例と解説でみるユ

ニットケア型施設計画ガイドブック．東京：中央法規出

版；2007. p.29-35.
井上由起子，伊藤雅治，秋葉都子，篠崎人理，田中智

子，永田久美子，波潟幸敏，三浦研，宮島渡，村上勝彦，

山崎和彦，山田尋志．利用者の生活を支えるユニットケ

ア．認知症介護研究・研修東京センター．中央法規出版；
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2007：p.31-65.
井上由起子，石井敏．施設から住まいへ ─高齢期の暮

らしと環境─．厚生科学研究所；2007.
三浦研，石井敏，井出良三，井上由起子，小山剛，牧嶋

誠吾，宮島渡，山口健太郎，糸山剛，井上博文，菅野正

広，山崎敏．小規模多機能サービス拠点の計画　目指すべ

き方向性と考え方（平成18年度老人保健事業推進費等国

庫補助事業）．日本医療福祉協会；2007.
小林健一．災害拠点病院．日本病院管理学会，編．医

療・病院管理用語事典 改訂第 3 版．東京：エルゼビア・

ジャパン株式会社ミクス；2006.

抄録のある学会報告

鳥山亜紀，渡辺玲奈，中山茂樹，山下哲郎，筧淳夫．分

散看護拠点を配した病棟における看護業務分析　看護業務

と病棟平面との関連性に関する研究　その 3 ．日本建築

学会2007年度大会；2007.8.29-31；福岡．2007年度大会

学術講演梗概集．2007．E-1 p.337.
渡辺玲奈，鳥山亜紀，中山茂樹，山下哲郎，筧淳夫．受

け持ち部屋範囲と看護必要度から考える看護チーム規模の

検討　看護業務と病棟平面との関連性に関する研究　その

4． 日 本 建 築 学 会2007年 度 大 会；2007.8.29-31； 福 岡．

2007年度大会学術講演梗概集．2007．E-1 p.339.
毛利志保，董恩伯，井上由起子，谷口元．ユニット内の

居住空間整備における経年変化　個室ユニット型特別老人

ホームの実態把握に関する研究　その 3 ．日本建築学会

2007年度大会；2007.8.29-31；福岡．2007年度大会学術

講演梗概集．2007．E-1 p.225-226.
董恩伯，毛利志保，井上由起子，谷口元．ユニットの独

立性とケア体制の関わりからみた今後の課題　個室ユニッ

ト型特別老人ホームの実態把握に関する研究 その 4 ．日

本建築学会2007年度大会；2007.8.29-31；福岡．2007年

度大会学術講演梗概集．2007．E-1 p.227-228.
井上由起子，山口健太郎．既存特別養護老人ホームの改

修とサテライト居住に関する考察　特別養護老人ホームに

おけるサテライト居住と本体改修に関する研究（その 1 ）．

日本建築学会2007年度大会；2007.8.29-31；福岡．2007
年度大会学術講演梗概集．2007．E-1 p.243-244.

山口健太郎，井上由起子．サテライト型特別養護老人

ホームの空間構成と運営状況に関する考察　特別養護老人

ホームにおけるサテライト居住と本体改修に関する研究

（その2）．日本建築学会2007年度大会；2007.8.29-31；福

岡．2007年度大会学術講演梗概集．2007．E-1 p.245-246.
鳥山亜紀，渡辺玲奈，中山茂樹，山下哲郎，筧淳夫．分

散看護拠点を配した病棟における看護業務分析－看護業務

と病棟平面との関連性に関する研究　その 3 －．日本建

築学会2007年度大会；2007.8.29-31；福岡．日本建築学会

大会学術講演梗概集．E-1 p.337-338.
渡辺玲奈，鳥山亜紀，中山茂樹，山下哲郎，筧淳夫．受

け持ち部屋範囲と看護必要度から考える看護チーム規模の

検討－看護業務と病棟平面との関連性に関する研究　その

4 －．日本建築学会2007年度大会；2007.8.29-31；福岡．

日本建築学会大会学術講演梗概集．E-1 p.339-340.

その他学術報告（研究調査報告書含む）

井上由起子．老人保健健康増進等事業「『高齢者向けの

安心な住まい』のための LSA 等のあり方に関する調査研

究」報告書　東京：財）長寿社会開発センター；2007.
筧淳夫．患者の入院生活における物的環境の適正評価に

関する研究．厚生労働科学研究費補助金医療技術評価総合

研究事業「安全な療養環境を構築するための物的対策に関

する研究」（主任研究者：筧淳夫．H17－医療－029）平成

18年度研究報告書．2007．p.25-69．

筧淳夫，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金医療技

術評価総合研究事業 「安全な療養環境を構築するための物

的対策に関する研究」H17－医療－029．平成18年度研究

報告書．2007．

筧淳夫，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金医療技

術評価総合研究事業 「安全な療養環境を構築するための物

的対策に関する研究」H17－医療－029．平成17~18年度

研究報告書．2007．

筧淳夫，井上由起子，上野淳，斉藤芳徳．回復期リハビ

リテーション医療に適した患者の環境整備に関する研究．

平成16 ～ 18年度科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番

号：16560562）研究成果報告書．2007．

山下哲郎，生田京子，田中英紀，筧淳夫，小林健一，福

内靖男，鷲見圭司．足利市における公的医療機関の建築計

画に関する研究．足利赤十字病院・名古屋大学共同研究．

（主任研究者：山下哲郎） 新足利赤十字病院・基本計画報

告書：建築計画編．2007．

筧淳夫，井上由起子．回復期リハビリテーション病棟の

現状と課題に関する調査報告書．全国回復期リハビリテー

ション病棟連絡協議会．2007.
井上由起子，三浦研，山口健太郎，森勇樹．特別養護老

人ホームにおけるサテライト居住と本体改修に関する研

究．厚生労働科学研究費補助金長寿総合科学研究事業．平

成18年度　総括研究報告書．2007．

大森彌，新田保次，浅見泰司，位寄和久，池田省三，井

上由起子，鎌田實，白井宗雄，園田眞理子，武川正吾，戸

田晴久，三浦研，元永拓郎．在宅・長寿の我がまちづくり 
～安心とほほえみへのアプローチ～（在宅・長寿の我がま

ちづくり検討委員会　平成18年度老人保健健康増進等事

業）．財）国土技術研究センター．2007．

大森彌，新田保次，浅見泰司，位寄和久，池田省三，井

上由起子，鎌田實，白井宗雄，園田眞理子，武川正吾，戸

田晴久，三浦研，元永拓郎．在宅・長寿の我がまちづくり

　108＋αのヒント（在宅・長寿の我がまちづくり検討委

員会　平成18年度老人保健健康増進等事業）．特定非営利

活動法人 地域ケア政策ネットワーク．2007.
井上由起子．介護サービス提供に対応した住まいのあり

2 87



187

方に関する調査　報告書（平成18年度老人保健健康増進

事業）．財）高齢者住宅財団．2007.
浅見泰司，五十嵐智嘉子，井上由起子，岡本悦司，開原

成允，河口洋行，小山秀夫，台豊，高橋紘士，鳥羽研二，

内藤佳津雄，畠山輝雄，藤井賢一郎，山内孝一郎．地域ケ

ア整備指針の策定に関する研究　報告書（平成18年度老

人保健健康増進等事業）．財）医療経済研究・社会保険福

祉協会　医療経済研究機構．2007.
岩佐明彦，安武敦子，新海俊一，篠崎正彦，小林健一．

水害・災害仮設住宅の居住環境支援に関する研究　－新潟

県中越における実践的研究－．住宅総合研究財団　研究論

文集　No.33．2007．

研修企画部

Department of Education and Training Technology

学術誌に発表した原著論文

土井由利子，横山徹爾，酒井美良．日本における難病に

よる死亡の時系列推移（1972 ～ 2004年）日本公衆衛生雑

誌　2007；54：684-694.
土井由利子，岡靖哲，堀内史枝，大川匡子，内山真．子

供 の 睡 眠 習 慣 質 問 票 日 本 語 版 the Japanese version of 
Children’s Sleep Habits Questionnaire（CSHQ-J）の作成．

睡眠医療　2007；5：83-88.

学術誌に発表した総説

土井由利子．睡眠負債の視点からみた生活習慣病と生命

予後．医学のあゆみ　2007；223：807-811.
堀内史江，岡靖哲，土井由利子．小児の睡眠障害．小児

科　2007；48（8）：1195-1201.
土井由利子．高齢者の睡眠障害に関する疫学；高齢者睡

眠 障 害 の 対 応 と 予 防．Geriatric Medicine 老 年 医 学　

2007；45：657-661. 
土井由利子．日本における睡眠薬の使用状況と諸外国と

の比較－疫学調査から－；不眠症－ Common disease の病

態と心身への影響．Current Therapy カレントテラピー

2007；25（1）：16-19.
土井由利子．睡眠障害の疫学；日常臨床で押さえておき

たい睡眠障害の知識．治療 2007；89（増刊号）：6-10. 

著書

畑栄一，土井由利子編．行動科学―健康づくりのための

理論と応用　第 3 版．東京：南江堂；2007.
土井由利子．第 1 章　持てる者，持たざる者．Michael 

Marmot 著，橋本英樹 監訳．ステータス・シンドローム．

東京：日本評論社；2007. p.15-42.
土井由利子．母子保健の現状と動向．小山洋・辻一郎，

編．鈴木庄介・久道茂，監修．シンプル衛生公衆衛生学

2007．東京：南江堂；2007. p.209-215. 

抄録のある学会報告

土井由利子．睡眠疫学の発展のために―睡眠医療と睡眠

疫学．日本睡眠学会第32回定期学術集会；2007.11.9；東

京．同抄録集．p.116（シンポジウム）．

土井由利子，酒井美良，横山徹爾，中村好一．クロイツ

フェルト・ヤコブ病による死亡の時系列推移．第66回日

本公衆衛生学会総会；2007.10.24-26；松山．日本公衆衛

生雑誌 2007；54（10 特別附録）：241.
Duki Zulkarnain，土井由利子，酒井美良．横山徹爾．

Geographical Analyses of Mortality Caused by Severe Acute 
Pancreatitis in Japan． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：241-242.

泉峰子，星佳芳，石川雅彦，大夛賀政昭，熊川寿郎，杉

山英男，武村真治，橘とも子，筒井孝子，土井徹，土井由

利子，中板育美，西村秋生，東野定律，平野かよ子，藤井

仁，藤原真一郎，水嶋春朔，山口一郎，林謙治．国立保健

医療科学院「ガイド情報ライブラリー」におけるインター

ネ ッ ト 情 報 配 信． 第66回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会；

2007.10.24-26；松山．日本公衆衛生雑誌 2007；54（10 特
別附録）：243.

土井由利子，岡靖哲，堀内史枝，大川匡子，内山真．子

供の睡眠習慣の国際比較に関する一考察．第13回日本行

動医学会；2007.3.18；越谷．同抄録集．p.62.
藤原真一郎．公衆衛生獣医師の研修を通して．第143回

日本獣医学会学術集会；2007.4；つくば．第143回日本獣

医学会学術集会講演要旨集．p.114.
山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．都

市環境（清掃工場，下水処理場）中の放射能．第44回ア

イソトープ･放射線研究発表会；2007.7；東京 . 同要旨集．

p.157.
 杉山英男，寺田宙，高橋光子，飯島育代，礒村公郎．

トータルダイエットスタディによる放射性核種の摂取量評

価．第44回アイソトープ･放射線研究発表会；2007.7；東

京．同要旨集．p.144.
 山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．

環境中で検出される放射性医薬品の患者投与後からの経過

時間．日本保健物理学会第41回研究発表会；2007.6. 東京．

同要旨．p.100.
 杉山英男，高橋光子，寺田宙，前田千佳，加藤文男．

キノコ（Pleurotus ostreatus）による Cs の高濃縮性と局在

性に関する検討．第127年会日本薬学会；2007.3；富山．

同要旨集．p.178.
杉山英男，高橋光子，寺田宙，前田千佳，加藤文男．食

用キノコにおけるセシウムの高濃縮性と局在性．第44回

全国衛生化学技術協議会；2007.11；三重．p.37-38.
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 山口一郎，寺田宙，高橋光子，杉山英男，三宅定明．

都市環境に排出される放射性医薬品のモニタリング．第

44回全国衛生化学技術協議会；2007.11；三重．p.199-200.
礒村公郎，飯島育代，寺田宙，高橋光子，杉山英男．

トータルダイエットスタディによる放射性核種の摂取量調

査・評価．第44回全国衛生化学技術協議会；2007.11；三

重．p.35-36.

学術報告（研究調査報告書含む）

加藤則子．保健婦さん　応援しています !!　ふたりで子

育て．平成18年度 父親の育児参加推進事業報告書．全国

保険センター連合会．2007．p.10-11.
加藤則子．協力研究者　須藤紀子，柳川敏彦，石津博

子．地域における住民参画と保健と福祉の協働－地域にお

ける子育てネットワークと協力して行った子育てプログラ

ム．厚生労働科学研究費補助金子ども家庭総合研究事業

「住民参画と保健福祉の協働による子育て機能の向上・普

及・評価に関する研究」平成18年度総括・分担研究報告

書．2007.p.72-74.
加藤則子．研究協力者　濱西島子．妊婦の食事摂取，体

重増加，体型に関する意識調査－既存資料による出生体重

減少要因の検討をふまえて－．厚生労働科学研究費補助金

子ども家庭総合研究事業「若い女性の食生活はこのままで

良いのか？次世代の健康を考慮に入れた栄養学・予防医学

的検討」（主任研究者：吉池信男）平成18年度総括・分担

研究報告書．2007.p.39-48.
加藤則子，研究代表者．科学研究費補助金「多胎出生高

リスク地域における多胎児の客観的・主観的健康と成育環

境の総合的評価」（基盤研究（Ｃ）課題番：17590566）研

究成果報告書．2007.
加藤則子，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金医療

安全・医療技術評価総合研究事業「行政処分を受けた医療

従業者の再教育の進め方に関する研究」平成18年度総括・

分担研究報告書．2007．

加藤則子，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金子ど

も家庭総合研究事業「乳幼児健診をきっかけとした発達障

害の早期発見支援活動とその評価に関する研究」　平成18
年度総括研究報告書．2007．

土井由利子，主任研究者．文部科学研究費補助金基盤研

究（C）「眠剤に関する大規模薬剤疫学研究 - 外来処方を

中心に」平成18年度研究実績報告書．2007.
土井由利子．行政資料を用いた難病の頻度調査－人口動

態統計死亡票を用いた特定疾患による死亡の地域集積性に

関する検討－．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服

研究事業「特定疾患の疫学に関する研究」（主任研究者：

永井正規）．平成18年度総括・分担研究報告書．2007.
p.233-59.

土井由利子．行政資料を用いた難病の頻度調査－人口動

態調査死亡票を用いた特定疾患による死亡の頻度調査につ

いて－．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事

業「特定疾患の疫学に関する研究」（主任研究者：永井正

規）．平成18年度総括・分担研究報告書．2007.p.260-8.
土井由利子，横山徹爾，編．難病の死亡統計データブッ

ク増補．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事

業「特定疾患の疫学に関する研究」（主任研究者：永井正

規）．平成18年度分担研究報告書．2007.p.1-44.
畑栄一，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金統計情

報総合研究事業「統計情報を用い保健医療福祉分野ごとに

施策評価について具体的に応用可能な指標パッケージの開

発に関する研究」（Ｈ17－統計－一般－001）平成18年度

総括･分担研究報告書．2007.
畑栄一，主任研究者．厚生労働科学研究費補助金統計情

報総合研究事業「統計情報を用い保健医療福祉分野ごとに

施策評価について具体的に応用可能な指標パッケージの開

発に関する研究」平成17-18年度総合研究報告書．2007．

杉山英男，寺田宙，礒村公郎，飯島育代．食品中の放射

性核種の摂取量調査・評価研究．厚生労働科学研究費補助

金食品の安全性高度化推進研究事業「食品中の有害物質等

の摂取量の調査及び評価に関する研究」（主任研究者：松

田りえ子）．平成18年度研究報告書．2007．

Originals
Doi Y, Yokoyama T, Sakai M, Nakamura Y. Creutzfeldt-

Jakob disease mortality in Japan, 1979-2004：Analysis of 
national death certificate data. J Epidemiol 2007；17（4）：

133-9.
Okamoto E, Hata E, Kobayashi M, Hayashi K. Age-

period-cohort analysis of asthma prevalence among school 
children. Environmental Health and Preventive Medicine 
2007；12：119-28.

Sugiyama H, Terada H, Takahashi M, Iijima I, Isomura K. 
Contents and daily intakes of gamma-ray emitting nuclides, 
90Sr, and 238U using market-basket studies in Japan. J Health 
Sci 2007；53（1）：107-18.

Proceedings with abstracts
Doi Y.  National  est imates of  s leep medicat ion 

prescriptions for office-based clinical practice in Japan. In：

The 5th World Sleep Congress of the World Federation of 
Sleep Research and Sleep Medicine Society；September 
2-6, 2007；Cairns, Australia. 

Sugiyama H, Terada H, Takahashi MN, Iijima I, Isomura 
K, Hirata A, Sakurai K, Miyata M, Goto S. Concentrations 
of Cs-137 in imported foodstuffs and daily intakes of 
radionuclides for people, in Japan. In：52nd Annual 
Meeting of the Health Physics Society；2007；Portland. 
Abstract book. 2007. p.16.

Yamaguchi I, Terada H, Takahashi MN, Sugiyama H. 
Qualitative activation analysis on target assembly of 
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研究情報センター

Center for Information Research and Library
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研究費補助金地域健康危機管理研究事業「健康危機発生か

ら原因特定に至る初動時の個人情報の利用と保護に関する

研究」（主任研究者：土井徹（課題番号：H18－健危－一

般 －002） 平 成18年 度 総 括・ 分 担 研 究 報 告 書．2007. 
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